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アントニオ・デ・エレーラ『世界総合史』

第２巻標題紙
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アントニオ・デ・エレーラ『世界総合史』

　本書の著者アントニオ・デ・エレーラ・イ・トルデシーリャス（1559－1625）は、

1559年にスペイン・セゴビア地方のクエーリャルで生まれた。彼は、郷里での勉学

ののち、イタリアに渡ってスペイン領ナポリ王国の副王ベスパシアノ・ゴンサーガ（1531

－1591）に仕え、『ポルトガル史及びアゾレス諸島征服史』（1591年刊行）などの書物

を書いた。やがてゴンサーガがナヴァーラ総督に任命されたのに伴い、エレーラも

ゴンサーガに付き従ってスペインに戻った。ゴンサーガはエレーラをスペイン王フ

ェリーペ２世に推挙したので、フェリーペ２世は、彼にイタリア語文献の翻訳を命

じた。フェリーペ２世は、エレーラの仕事振りに満足したらしく、彼をカスティー

リャ王国修史官ならびに王国初のインディアス（スペイン領アメリカ）修史官に任じ

た。これ以後エレーラは、宮廷に保存されていた各種の報告や文書類を自由に使い

ながら、彼の代表作とされる『大西洋の島々並びに大陸におけるカスティーリャ人

の行動についての総合的な歴史』（Historia general de los hechos de los Castella-

nos en las islas y tierra firme del Mar Oceano, Madrid, 1601-1615. 4 vols. ラテ

ン、英、仏、独、蘭訳あり）など多くの著作を生み出した。 

　今回紹介する『世界総合史』（Historia general del mundo）は、エレーラが仕え

た国王フェリーペ２世（在位1556－1598）の時代に世界で起こった出来事を記した全

３巻から成る年代記で、第１巻が1554年から1570年まで、第２巻が1571年から1585

年まで、第３巻（当館未所蔵）が1585年から1598年までとなっている。　　

　ただし、『世界総合史』と銘打ってはいるものの、記述の中心はスペイン、フラン

ス、スコットランド、イングランドなどのヨーロッパ諸国の政治や宗教、軍事など

の出来事であり、日本を含むアジアやアフリカの出来事は、比較的記事が少ない。

　このような記述の限界はあるものの、エレーラが宮廷の文書資料を駆使して書き

上げた本書は、フェリーペ２世時代のスペインで日本を含む世界の出来事がどのよ

うに伝えられ、記録されたかを知る上で貴重な史料であることは言うまでもない。

　本書は、初めマドリードで1600－1601年に第１－２巻が刊行され、次にカスティ

ーリャ地方のバリャドリードで1605－1606年にその増補訂正版が刊行された（掲

出本）。その後、第３巻が1612年にマドリードで刊行されたが、この第３巻には日

本関係の見るべき記事があるという。（スペイン国立図書館のホームページ 

http://www.bne.es/ での検索結果およびコルディエ『日本書誌』250-251項による）

Herrera y Tordesillas, Antonio de（1559－1625）

  Primera parte de la Historia general del mundo ... desde el ano de M.D.LIIII. 

hasta el de M.D.LXX.　 Nueuamente impressa y anadida. En Valladolid: por 

Iuan Godinez de Millis, 1606. [8],820 [i.e. 758], [42] p.; illus. (woodcuts); 29 cm. 

(fol.) Bound in vellum.　

  Segunda parte de la Historia general del mundo ... desde el ano de M.D.LXXI. 

hasta el de M.D.LXXXV. En Valladolid: por Iuan Godinez de Millis, 1606 (1605). 

[6], 630 [i.e. 626], [40] p.; illus. (woodcuts); 28 cm. (fol.) Bound in vellum.

　昭和19年９月28日購入。（当館請求記号　909.5－H565p） しらいわ　かずひこ

（白岩　一彦）
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電電
子子
図図
書書
館館 国

立
国
会
図
書
館
の
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、
平

成
一
〇
年
度
に
策
定
し
た
国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書

館
構
想
に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
と
強
化
に

乗
り
出
し
、
そ
の
後
、
平
成
一
四
年
度
の
関
西
館
設
立

を
機
に
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

関
西
館
は
、
高
度
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
対
応
し

た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
担
当
組
織
を
お
き
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

①

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

・
当
館
所
蔵
の
明
治
期
刊
行
図
書
の
著
作
権
処
理
、

電
子
化

②

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
保
存
事
業

③

電
子
展
示
会
事
業

④

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
開
発

・
電
子
情
報
の
長
期
的
保
存
に
関
す
る
調
査
研
究

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
験
事
業

こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
、
平
成
一
七
年
度
は
一
つ

の
節
目
と
な
る
展
開
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
に
つ

い
て
で
す
。
平
成
一
二
年
度
に
着
手
し
た
こ
の
事
業
は
、

明
治
と
い
う
一
時
代
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
七
万
冊
を
す

べ
て
著
作
権
処
理
し
た
上
で
、
電
子
的
に
提
供
す
る
も

の
で
、
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
す
。
平
成
一
七
年
度
に
は
、
一
部

を
除
き
、
著
作
権
処
理
と
電
子
化
を
終
了
し
、
今
年
四
月
四
日
に
、

大
部
分
の
資
料
を
追
加
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
電
子
展
示
会
事
業
に
つ
い
て
で
す
。
当
初
は
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
、
こ
の
新
し
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
現

在
ま
で
に

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

を
は
じ
め
八
件
の
電
子
展
示
会

を
提
供
し
ま
し
た
。
研
究
者
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
平
成
一
七
年
度
は
、
現
物
を
展
示
す
る
通
常
の
特
別

展
示
会
と
併
せ
て
、
同
じ
テ
ー
マ
で
電
子
展
示
会
を
公
開
し
、
電
子

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
蔵
書
を
展
示
す
る
利
点
、
さ
ら
に
は
事

業
の
意
義
も
改
め
て
感
じ
た
年
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

三
つ
目
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て

で
す
。
同
事
業
は
館
種
を
超
え
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
蓄
積
し

共
有
化
す
る
協
同
事
業
と
し
て
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
一
六
年
度
ま

で
の
実
験
期
間
を
経
て
、
一
七
年
度
か
ら
は
本
格
事
業
化
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
一
般
公
開
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
二
月
に
開
催
し
た

参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
一
一
三
機
関
一
七
〇
名
も
の
方
が
参
加

し
、
本
格
事
業
化
し
た
同
事
業
に
対
す
る
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
事
業
に
関
し
、
明
治
期
刊
行
図

書
の
著
作
権
処
理
の
経
過
と
結
果
、
電
子
展
示
会
の
こ
れ
ま
で
の
経

過
と
第
二
回
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
参
加
館
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

(

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課)
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近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
に
お
け
る

明
治
期
刊
行
図
書
の
著
作
権
処
理
の
結
果
に
つ
い
て

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
の
本
文
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

｢

近
代
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

は
、
帝
国
図
書
館
等
か
ら
引
き
継
い
だ
当
館
所
蔵

の
明
治
期
刊
行
図
書
を
国
民
共
有
の
文
化
遺
産
と
し
て
、
電
子
化
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
す
る
も
の
で
す
。

平
成
一
八
年
四
月
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
約
五
万
タ
イ
ト
ル
、

約
六
万
七
千
冊
を
追
加
し
、
全
体
で
約
八
万
九
千
タ
イ
ト
ル
、
約

一
二
万
七
千
冊
の
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
館
所
蔵
の
明
治
期
刊
行
図
書
約
一
七
万
冊
の
約
七
五
パ
ー

セ
ン
ト
に
当
た
り
ま
す
。

平
成
一
四
年
一
〇
月
の
関
西
館
開
館
を
機
に
、
著
作
権
の
保
護
期

間
の
満
了
し
た
も
の
を
対
象
に
提
供
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
著
作
権

処
理
を
終
了
し
た
も
の
か
ら
順
次
追
加
し
て
い
ま
す
。

電
子
化
お
よ
び
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
著
作
権
法
の
下
、
著
作
権

処
理
を
行
っ
た
上
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
明
治
期
刊
行
図
書
に
つ
い
て
、
没
年
不
明
の
外
国
人
の

著
者
な
ど
一
部
分
を
除
き
、
大
多
数
の
資
料
に
つ
い
て
著
作
権
処
理

作
業
が
終
了
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

一

著
作
権
処
理
の
経
過

明
治
期
刊
行
図
書
に
つ
い
て
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
平
成
一
七
年

度
に
か
け
て
著
作
権
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

著
作
権
処
理
の
作
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
、
対
象
図
書
に
含
ま
れ
る
全
て
の
著
作
者
を
抽
出
し
ま
す
。

一
冊
の
図
書
に
は
本
文
以
外
に
序
文
、
挿
絵
な
ど
複
数
の
著
作
者
が

存
在
し
ま
す
。
著
作
権
保
護
期
間
は
わ
が
国
で
は
没
後
五
〇
年
で
す

が
、
本
文
の
著
作
者
に
つ
い
て
は
没
後
五
〇
年
を
経
過
し
て
著
作
権

の
保
護
期
間
を
満
了
し
て
い
た
と
し
て
も
、
序
文
の
著
作
者
が
没
後

五
〇
年
経
過
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
や
、
没
年
が
不
明
で
あ
っ
た
場

合
は
、
序
文
を
含
め
た
そ
の
図
書
全
体
を
電
子
化
し
、
提
供
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

次
に
各
著
作
者
の
没
年
を
調
査
し
、
没
年
が
判
明
し
た
も
の
と
判

明
し
な
か
っ
た
も
の
に
区
分
し
ま
す
。
さ
ら
に
著
作
権
の
保
護
期
間

中
の
も
の
お
よ
び
著
作
権
の
有
無
が
不
明
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
著

作
権
者
の
連
絡
先
を
調
査
し
ま
す
。
連
絡
先
が
判
明
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
著
作
権
者
か
ら
利
用
の
許
諾
を
得
ま
す
。

最
後
に
各
調
査
を
経
て
な
お
著
作
権
者
の
連
絡
先
が
不
明
の
も
の
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お
よ
び
著
作
権
の
有
無
が
不
明
の
も
の
に
つ
い
て
、
著
作
権
法
の
規

定
に
よ
り
文
化
庁
長
官
の
裁
定
を
申
請
し
ま
す
。

(
｢

図
１

著
作
権
処
理
フ
ロ
ー｣

を
参
照
。)

(

一)

著
作
権
調
査

(

第
一
期
〜
第

三
期)

平
成
一
二
年
度
〜

平
成
一
四
年
度

著
作
権
調
査
は
、
マ
イ
ク
ロ
化
が

終
了
し
た
明
治
期
刊
行
図
書
約
一
一

万
タ
イ
ト
ル

(

約
一
七
万
冊)

の
う

ち
、
児
童
図
書
と
欧
文
図
書
を
除
い

た
一
〇
万
六
、
〇
九
九
タ
イ
ト
ル

(

一
五
万
六
、二
三
六
冊)

を
対
象
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
一
二
年

度
か
ら
平
成
一
四
年
度
ま
で
、
主
題

分
類
別
に
三
期
に
分
け
て
、
資
料
の

奥
付
、
目
次
、
本
文
等
か
ら
当
該
資

料
の
目
視
に
よ
る
著
作
者
の
洗
い
出

し
お
よ
び
各
種
人
名
事
典
、
名
簿
等

の
文
献
に
よ
る
著
作
権
の
有
無
等
の

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

著
作
権
調
査
の
結
果
、
判
明
し
た

著
作
者
数
は
、
全
体
で
七
〇
、二
〇
二

名
で
し
た
。
没
年
が
判
明
し
た
著
作

者
数
は
一
六
、九
六
九
名
で
、
こ
の
う

ち
著
作
権
の
保
護
期
間
の
満
了
が
確

認
で
き
た
著
作
者
数
は
一
六
、二
九
八

名
で
し
た
。
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【図１：著作権処理フロー (概念図)】
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(

二)

連
絡
先
調
査

(

第
一
期
、
第
二
期)

平
成
一
五
年
度
、
平

成
一
六
年
度

平
成
一
五
年
度
お
よ
び
平
成
一
六
年
度
に
お
い
て
、
著
作
権
者

(

著
作
権
承
継
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

お
よ
び
著
作
権
有
無
不
明

の
著
作
者
約
五
五
、〇
〇
〇
名
に
つ
い
て
、
著
作
権
者
の
連
絡
先
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
連
絡
先
調
査
で
は
、
地
域
別
の
人
名
事
典
等
約

二
〇
〇
タ
イ
ト
ル
の
文
献
等
に
よ
る
著
作
権
者
の
連
絡
先
調
査
な
ら

び
に
当
該
資
料
の
出
版
者
お
よ
び
主
題
に
係
る
学
会
、
研
究
者
、
さ

ら
に
は
当
該
著
作
者
の
所
属
団
体
お
よ
び
住
所
の
属
す
る
地
方
公
共

団
体
等
、
計
約
二
、九
〇
〇
機
関
等
に
対
し
て
照
会
を
実
施
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
約
四
八
〇
名
の
著
作
権
者
の
連
絡
先
が
判
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
約
一
、四
〇
〇
名
の
著
作
者
の
没
年
が
判
明
し
、
こ
の

う
ち
約
九
九
〇
名
に
つ
い
て
は
著
作
権
保
護
期
間
の
満
了
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

(

三)

公
開
調
査

(

第
一
期
〜
第
三
期)

平
成
一
五
年
度
〜
平
成

一
七
年
度

平
成
一
五
年
度
か
ら
平
成
一
七
年
度
ま
で
の
三
期
に
分
け
て
、
著

作
権
調
査
で
没
年
不
明
の
著
作
者
、
連
絡
先
調
査
で
著
作
権
者
の
連

絡
先
が
判
明
し
な
か
っ
た
著
作
者
お
よ
び
著
作
権
有
無
不
明
の
著
作

者

(

計
五
五
、六
七
六
名)

に
関
す
る
情
報
提
供
を
求
め
る
公
開
調

査
を
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
約
一
、〇
〇
〇
件
の
情
報
提
供

(

公
開
調
査
期
間
終

了
後
の
情
報
提
供
を
含
む
。)

が
あ
り
、
七
一
一
名
の
著
作
者
の
没

年
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
六
四
二
名
に
つ
い
て
は
著
作
権
保

護
期
間
の
満
了
が
確
認
で
き
、
八
三
名
に
つ
い
て
は
著
作
権
者
の
連

絡
先
が
判
明
し
ま
し
た
。

(

四)

許
諾
処
理

平
成
一
五
年
度
、
平
成
一
六
年
度

平
成
一
五
年
度
お
よ
び
平
成
一
六
年
度
に
お
い
て
、
連
絡
先
が
判

明
し
た
著
作
権
者
に
対
し
て
著
作
物
の
利
用
に
係
る
許
諾
依
頼
を
行

い
ま
し
た
。
四
四
二
名
の
著
作
権
者
に
許
諾
依
頼
状
を
送
付
し
、

三
五
四
名
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
保
留
と
い
う
回
答
の
あ
っ
た

二
九
名
を
除
い
た
三
二
五
名
の
う
ち
三
一
五
名
か
ら
利
用
の
許
諾
を

得
、
一
〇
名
に
つ
い
て
は
非
許
諾
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

(

五)

文
化
庁
長
官
の
裁
定

平
成
一
六
年
度
、
平
成
一
七
年
度

(

一)

〜

(

四)

の
作
業
を
経
て
な
お
著
作
権
者
の
連
絡
先
が
不

明
の
著
作
物
お
よ
び
著
作
権
の
有
無
が
不
明
の
著
作
物
に
つ
い
て
、

二
回
に
分
け
て
、
著
作
権
法
第
六
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
文
化
庁
長

官
裁
定
を
申
請
し
ま
し
た
。

文
化
庁
長
官
の
裁
定
を
受
け
た
著
作
物
の
件
数
は
、
計
七
二
、五
八
三

件
で
、
裁
定
の
内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

著
作
物
の
利
用
態
様

(

ア)

明
治
期
刊
行
図
書
を
見
開
き
の
状
態
で
撮
影
し
た
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム

(

著
作
権
法
第
三
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
複
製
済)

を
一
コ
マ
一
画
像
フ
ァ
イ

ル
と
し
て
電
子
化
し
、｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

サ
ー
バ
に
送
信
可
能
な
状
態
で
複
製
す
る
。

(

イ)
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
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リ
ー｣

サ
ー
バ
に
登
録
し
た
画
像
デ
ー
タ

を
国
立
国
会
図
書
館
の
施
設
内
外
に
お
い

て
無
償
で
閲
覧
に
供
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
公
衆
送
信
し
、
公

衆
に
伝
達
す
る
。

(

ウ)

公
衆
送
信
さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
を
、
利

用
者
の
端
末
に
お
い
て
一
時
的
に
複
製
す

る
。

②

利
用
期
間

文
化
庁
と
の
協
議
の
結
果
、
著
作
権
者
の
権

利
保
護
の
観
点
か
ら
、
裁
定
に
よ
る
利
用
が
可

能
な
期
間
を
一
定
の
年
数
で
区
切
る
こ
と
と
し
、

平
成
一
六
年
度
お
よ
び
平
成
一
七
年
度
の
文
化

庁
長
官
裁
定
に
お
け
る
著
作
物
の
利
用
期
間
は

裁
定
を
受
け
て
か
ら
五
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
利
用
す
る
場
合
は
、
著
作
権
保
護
期

間
の
満
了
が
確
認
で
き
た
も
の
等
を
除
き
、
五

年
後
に
再
度
文
化
庁
長
官
の
裁
定
を
申
請
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③

利
用
条
件

提
供
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
庁
長
官
の
裁
定

を
受
け
た
旨
を
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

上
の
当
該
図
書
の

｢

書
誌
情
報
画
面｣

に
表
示

し
ま
す
。
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【図２：著作権処理結果】
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④

補
償
金
額

①
お
よ
び
②
の
利
用
に
係
る
補
償
金
額
は
、
平
成
一
六
年
度
裁

定
分
が
二
三
、四
八
九
円
、
平
成
一
七
年
度
裁
定
分
が
三
六
七
万

一
、七
七
九
円
で
す
。
一
件

(

五
年
間
利
用)

当
た
り
五
一
円
と

な
り
ま
す
。

二

著
作
権
処
理
の
結
果

上
記
一
の
著
作
権
処
理
の
結
果

(

平
成
一
八
年
二
月
末
現
在)

は
、

前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。(

｢
図
２

著
作
権
処
理
結
果｣

参
照
。)

著
作
権
調
査
対
象
資
料
、
全
一
〇
万
六
、
〇
九
九
タ
イ
ト
ル

(

一
五
万
六
、
二
三
六
冊)

の
著
作
物
数
は
一
九
万
四
、二
五
七
件
、

著
作
者
数
は
七
二
、七
三
〇
名

(

※
１)
で
し
た
。
こ
の
う
ち
著
作

権
保
護
期
間
の
満
了
が
確
認
さ
れ
た
著
作
者
は
二
〇
、
一
四
一
名

(

二
七
・
七
％)

、
著
作
権
保
護
期
間
中
の
著
作
物
に
係
る
著
作
者
は

七
七
七
名

(

一
・
一
％)

、
著
作
権
の
有
無
が
不
明
の
著
作
物
に
係

る
著
作
者
は
五
一
、七
一
二
名

(

七
一
・
一
％)

で
し
た
。

ま
た
、
著
作
者
の
う
ち
、
著
作
権
者
の
連
絡
先
が
判
明
し
た
も
の

の
う
ち
三
一
五
名(

※
２)

に
つ
い
て
当
該
著
作
権
者
か
ら
一
、六
三
一

件
の
著
作
物
の
利
用
に
係
る
許
諾
を
得
ま
し
た
。

著
作
者
の
う
ち
、
著
作
権
者
の
連
絡
先
が
判
明
し
な
か
っ
た
も
の

は
、
五
二
、一
八
五
名
で
し
た
。
こ
の
う
ち
外
国
人
著
作
者
等
を
除

く
著
作
者
三
八
、七
九
四
名
に
つ
い
て
、
文
化
庁
長
官
の
裁
定
を
受

け
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
、
著
作
権
調
査
対
象
資
料
の
う
ち
約
八
九
、六
〇
〇

タ
イ
ト
ル

(

約
一
二
万
七
千
冊)

に
つ
い
て
利
用
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

※
１

団
体
著
作
者
約
四
、五
〇
〇
機
関
を
含
む
。
上
記
一

(

一)

｢

著
作
権
調
査

(

第
一
期
〜
第
三
期)｣

の
約
七
〇
、二
〇
〇

名
よ
り
約
二
、五
〇
〇
名
増
加
し
て
い
る
の
は
、
平
成
一
五

年
度
以
降
の
著
作
権
処
理
作
業
時
に
資
料
の
再
確
認
を
行
っ

た
際
に
、
新
た
に
著
作
者
が
洗
い
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

※
２

三
一
五
名
の
著
作
者
の
う
ち
、
許
諾
を
得
た
後
に
著
作
権

保
護
期
間
を
満
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
図
二
で
は
著
作

権
保
護
期
間
満
了
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

明
治
期
刊
行
図
書
の
著
作
権
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
出
版
社
、
図

書
館
、
文
書
館
、
研
究
者
等
々
、
各
方
面
の
方
々
に
著
作
者
に
関
す

る
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
平
成
一
四
年
の
公
開
以
後
、

各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
提
供
資

料
の
拡
大
、
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
の
事
業
に

対
し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課)
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電

子

展

示

会

の

こ

れ

ま

で

国
立
国
会
図
書
館
で
は
電
子
展
示
会
と
し
て
、
当
館
の
蔵
書
を
中

心
と
し
た
様
々
な
資
料
を
、
日
本
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る
テ
ー
マ

ご
と
に
集
め
、
画
像
あ
る
い
は
テ
キ
ス
ト
の
形
で
電
子
化
し
、
解
説

や
コ
ラ
ム
、
各
種
索
引
な
ど
を
付
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
合
計
八
件

の
電
子
展
示
会
を
提
供
し
て
お
り
、
毎
月
七
〇
万
を
超
え
る
ア
ク
セ

ス
が
あ
り
ま
す
。(

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
以
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
む
。)

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
・
提
供
し
て
き
た
電
子
展
示
会
の

経
過
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。

一

電
子
展
示
会
の
誕
生

電
子
展
示
会
事
業
の
始
ま
り
は
、
平
成
一
〇
年
五
月
に
当
館
が
策

定
し
た
電
子
図
書
館
構
想
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
構
想
で
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
適
切
に
資
料
と
情
報

を
編
集
し
、
魅
力
の
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
電
子
展
示
会
を
作
成
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

[

デ
ィ
ジ
タ
ル
貴
重
書
展]

こ
れ
を
受
け
て
当
館
最
初
の
電
子
展
示
会
で
あ
る

｢

デ
ィ
ジ
タ
ル

貴
重
書
展｣

を
作
成
し
、
平
成
一
〇
年
六
月
に
提
供
を
開
始
し
ま
し

た
。
内
容
は
同
年
に
当
館
開
館
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
行
っ
た

｢

貴

重
書
展｣

の
出
展
資
料
を
、
各
種
索
引
、
地
図
、
年
表

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
検
索
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

[

世
界
の
中
の
ニ
ッ
ポ
ン]

続
い
て
平
成
一
一
年
か
ら
一
二

年
に
か
け
て
は
、｢

世
界
の
中
の

ニ
ッ
ポ
ン｣

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
電
子
展
示
会
で
は
、
日
本

の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
こ
と
を

主
眼
と
し
て
設
定
し
た
三
つ
の
テ
ー

マ
、｢

日
本
の
風
景
記
憶｣

、｢

ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会｣

、｢

憲
政
資
料

(

日
本
近
現
代
政
治
史
料)｣

に
沿
っ

て
選
定
し
た
資
料
を
電
子
化
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
描
か
れ
た
時
代

や
地
域
に
よ
る
画
像
の
検
索
や
、

地
図
か
ら
そ
の
場
所
に
関
連
す
る

画
像
と
そ
の
解
説
へ
の
移
動
な
ど
、

電
子
展
示
会
な
ら
で
は
の
多
彩
な
機
能
の
実
現
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
平
成
一
二
年
八
月
に
提
供
を
開
始
し
た
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こ
の
電
子
展
示
会
に
は
、
現
在
も
多
く
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
以
上
二
つ
の
電
子
展
示
会
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

(

新
世
代
通
信

網
実
験
協
議
会)

の
協
力
の
下
、
実
験
事
業
と
し
て
作
成
し
た
も
の

で
す
。

二

電
子
展
示
会
の
展
開

平
成
一
三
年
度
か
ら
は
、
五
か
年
計
画
で
電
子
展
示
会
作
成
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

[

日
本
の
暦]

初
年
度
に
は
手
始
め
に

｢

日
本

の
暦｣

を
作
成
し
、
関
西
館
の
開

館
に
合
わ
せ
て
平
成
一
四
年
一
〇

月
に
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
当

館
の
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
の
暦
約

五
〇
点
の
画
像
を
中
心
に
、
当
時

日
本
で
採
用
さ
れ
て
い
た
太
陰
暦
や
、
暦

の
歴
史
、
暦
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
で
使
わ

れ
る
言
葉
に
関
す
る
解
説
な
ど
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

中
心
と
な
る
大
小
暦
は
、
年
ご
と
の
月

数
や
月
ご
と
の
日
数
が
一
定
で
は
な
か
っ

た
江
戸
時
代
に
、
毎
月
の
大
小
を
一
枚
の

絵
柄
で
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
暦
に
込

め
ら
れ
た
遊
び
の
要
素
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
電
子
展
示
会
で
は

｢

大
小
暦
の
謎
解
き｣

と
し
て
ク

イ
ズ
形
式
で
一
枚
一
枚
の
暦
を
出
題
し
、
解
答
で
そ
れ
ぞ
れ
の
暦
を

詳
し
く
解
説
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
ま
す
。

平
成
一
四
年
度
の
関
西
館
設
立
を
機
会
に
、
そ
れ
ま
で
電
子
図
書

館
推
進
室
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
電
子
展
示
会
の
作
成
事
務
は
、
関

西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
に
移
り
ま
し
た
。
企
画
に
つ
い
て
は
新

た
に
設
置
し
た

｢

編
集
・
編
成
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
連
絡
会
議｣

で
行

い
、
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
部
局
が
特
別
班
を
組
織
し
て
資
料
の
選
定
、

展
示
会
の
構
成
、
解
説
等
の
執
筆
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

[

日
本
国
憲
法
の
誕
生]

こ
の
体
制
の
下
で
、
電

子
展
示
会
全
体
を
貫
く
総

合
テ
ー
マ
を

｢

日
本
の
記

憶｣

と
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
本
格
的
な
電
子
展
示

会
と
し
て
二
か
年
計
画
で

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

の
作
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
館
が
所
蔵
す
る
憲
法
の

制
定
過
程
に
関
す
る
貴
重

な
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
提
供
し
、
国
会
議

員
や
一
般
の
方
々
が
手
軽

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
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た
も
の
で
す
。

全
体
は
、
終
戦
か
ら
新
憲
法
の
施
行
ま
で
の
五
章
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
複
雑
な
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
各
章
の
概
説
で
概
要

を
把
握
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、

用
語
に
つ
い
て
の
解

説
を
加
え
ま
し
た
。

ま
た
、
時
代
別
の
資

料
の
リ
ス
ト
か
ら
、

資
料
の
画
像
や
テ
キ

ス
ト
化
デ
ー
タ
に
書

誌
と
解
説
を
付
し
た

も
の
を
利
用
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
あ
り

ま
す
。
憲
法
論
議
に

か
か
わ
る
論
点
、
人

物
紹
介
や
年
表
な
ど

の
参
考
情
報
を
充
実

さ
せ
、
国
会
や
学
術

機
関
で
の
高
度
な
調

査
研
究
に
も
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
よ
う
構
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
前
の
電
子
展
示
会
と
比
較
し
て
、
新
し
い
年
代
の
資
料
を

用
い
た
こ
と
か
ら
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
著
作
権
者
の
方
へ
の
許
諾

依
頼
等
、
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
様
々
な
課
題
が
生
じ
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
充
実
し
た
内
容
の
電
子
展
示
会
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平
成
一
五
年
五
月
に
第
一
期
の
提
供
を
開
始
、
平
成
一
六
年
五
月

に
は
第
二
期
と
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
た
完
成
版
を
提
供
し
、
約

一
八
〇
点
、
四
千
コ
マ
の
画
像
と
ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
の
テ
キ
ス
ト

化
デ
ー
タ
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
電
子
展
示
会
に
は
、
現
在
で
も

毎
月
二
五
万
件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス

(

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
以
外
の
ペ
ー

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
む
。)

が
あ
り
ま
す
。

[

蔵
書
印
の
世
界]

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

と
並
行

し
て
、
平
成
一
四
年
度
に
は

｢

蔵
書

印
の
世
界｣

、
平
成
一
五
年
度
に
は

｢

近
代
日
本
人
の
肖
像｣

と

｢

イ
ン

キ
ュ
ナ
ブ
ラ
―
西
洋
印
刷
術
の
黎
明
―｣

の
作
成
を
進
め
ま
し
た
。

｢

蔵
書
印
の
世
界｣

は
新
井
白
石
、

曲
亭
馬
琴
、
正
岡
子
規
を
は
じ
め
と

す
る
三
〇
人
の
蔵
書
家
の
蔵
書
印
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
に
は
著
名
な
人

物
の
旧
蔵
書
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
蔵
書
印
が
押

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
印
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と
押
印
さ
れ
た
本
を
撮
影
し
、
各
人
物
の
略
歴
や
活
動
し
た
時
代
を

示
す
年
表
、
蔵
書
印
や
蔵
書
家
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
添
え
て
、
平
成

一
四
年
七
月
か
ら
電
子
展
示
会
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

と
は
対
照
的
な
小
規
模
な
展
示
会
で
す

が
、
愛
書
家
や
出
版
界
か
ら
好
意
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

[

近
代
日
本
人
の
肖
像]

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

完
成
版
の
提
供
後
、
平
成
一
六
年
七
月

に
は
、｢

近
代
日
本
人
の
肖
像｣

の
提
供
も
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
電
子
展
示
会
で

は
、
近
代
日
本
の
形
成

に
影
響
の
あ
っ
た
、
政

治
家
、
官
僚
、
軍
人
、

実
業
家
な
ど
、
二
二
〇

人
の
肖
像
写
真
に
略
歴

を
付
し
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
一
六
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
人
名
索
引
を
用

意
し
、
関
連
す
る
人
物

の
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
す

る
な
ど
、
各
人
物
へ
の

ア
ク
セ
ス
方
法
を
工
夫

し
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
に
は
、

英
語
版
に
も
略
歴
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
提
供
し
て
い

る
各
人
物
の
著
作
等
へ
の
リ
ン
ク
を
作
成
し
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け

で
著
作
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

本
の
出
版
、
報
道
な
ど
、
歴
史
上
の
人
物
の
肖
像
が
必
要
と
な
る

機
会
は
多
く
、
こ
の
電
子
展
示
会
に
も

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

に

匹
敵
す
る
ア
ク
セ
ス
と
画
像
転
載
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

好
評
に
応
え
、
今
後
も
掲
載
人
物
の
追
加
な
ど
、
さ
ら
に
充
実
し
た

内
容
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

[

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
―
西
洋
印
刷
術
の
黎
明
―]

続
い
て
八
月
に
提
供
を
開
始
し
た

｢

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
―
西
洋
印
刷
術

の
黎
明
―｣

で
は
、
当
館
の
所
蔵
す

る
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
と
は
、
印
刷
術

黎
明
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
西
暦

一
五
〇
〇
年
以
前
に
金
属
活
字
に
よ

り
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

こ
の
電
子
展
示
会
で
は
合
わ
せ
て

一
三
点
の
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
と
五
五

枚
の
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
零
葉

(

イ
ン

キ
ュ
ナ
ブ
ラ
の
一
葉
の
み)

を
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
関
連
す
る
用
語
や
当
時
の
活
字
、
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印
刷
術
、
製
本
方
法
な
ど
を
挿
図
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
の
研
究
サ
イ
ト
は
海
外
に
も
多
く
、
こ
の
展
示

会
に
関
し
て
は
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

[

描
か
れ
た
動
物
・
植
物
―
江
戸
時
代
の
博
物
誌
―]

最
新
の
電
子
展
示
会
は
、
平
成
一
六
年
度
、
一
七
年
度
の
二
か
年

に
わ
た
っ
て
作
成
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
提
供
開
始
し
た

｢

描
か
れ

た
動
物
・
植
物
―
江
戸
時
代
の
博
物
誌
―｣

で
す
。
当
館
が
所
蔵
す

る
江
戸
時
代
の
博
物
誌
資
料
か
ら
、
動
物
や
植
物
を
描
い
た
も
の
を

中
心
に
約
一
八
〇
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
七
年
に
開
催
し
た
同
名
の
特
別
展
示
会
の
広
報
を
兼
ね
て
、

展
示
す
る
す
べ
て
の
資
料
の
画
像
と
解
説
を
掲
載
し
た
簡
易
版
の
提

供
を
九
月
に
開
始
し
、
展
示
会
終
了
後
の
一
二
月
か
ら
は
、
主
要
な

資
料
の
全
ペ
ー
ジ
の
画
像
に
加
え
、
各
種
索
引
、
コ
ラ
ム
や
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
紹
介
な
ど
を
備
え
た
完
全
版
を
提
供
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
一
六
、
一
七
年
度
に
は
、
日
本
の
近
代
史
に
関
す

る
政
治
史
料
を
紹
介
す
る
新
た
な
電
子
展
示
会
の
作
成
作
業
も
行
い

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
電
子
展
示
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
提
供
準
備
を

進
め
て
お
り
、
近
日
中
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
様
の
反
響
な
ど
か
ら
、
電
子
展
示
会

に
よ
る
資
料
の
提
供
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で
も
利
用

で
き
る
。

・

劣
化
し
た
資
料
の
破
損
等
の
心
配
な
く
、
資
料
の
閲
覧
や
複
写

が
で
き
る
。

・

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を
用
い
た
原
資
料
の
展
示
で
は
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
電
子
展
示
会
で
は
全
ペ
ー
ジ
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・

当
館
が
所
蔵
す
る
原
資
料
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

等
様
々
な
媒
体
の
資
料
や
他
機
関
が
所
蔵
す
る
資
料
を
容
易
に
展

示
で
き
る
。

・

展
示
会
内
の
相
互
に
関
連
す
る
ペ
ー
ジ
や
当
館
の
他
の
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
と
の
リ
ン
ク
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・

資
料
中
に
散
在
す
る
写
真
、
文
書
な
ど
、
通
常
の
検
索
で
は
見

つ
け
に
く
い
資
料
を
ま
と
め
て
提
供
で
き
る
。

・

当
館
の
所
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
解
説
な
ど
を
通
じ
て
詳
細

な
情
報
を
提
供
で
き
る
。

こ
の
四
月
か
ら
は
、
電
子
展
示
会
の
企
画
、
運
営
、
実
施
に
つ
い

て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
展
示
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
し
、
古
典
籍
、

政
治
史
料
な
ど
の
特
色
あ
る
資
料
群
を
所
管
し
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
担

当
す
る
主
題
情
報
部
が
そ
の
事
務
局
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
体
制

の
下
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
内
容
を
充
実
し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
電
子
展
示
会
を
作
成
・
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

(

文
責

主
題
情
報
部
参
考
企
画
課)
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第
二
回
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告

◆

は
じ
め
に

平
成
一
八
年
二
月
二
四
日
、
関
西
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
二

回
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
た
。
参
加
者
は
一
一
三
機
関
一
七
〇
名

(

公
共
図
書
館
七
七

名
、
大
学
図
書
館
四
九
名
、
そ
の
他
一
一
名
、
当
館
三
三
名)

で
あ
っ

た
。レ

フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
平
成
一
四
年
度
か

ら
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
実
験
期
間
を
経
て
、
平
成
一
七
年
度
か
ら

本
格
事
業
と
し
て
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
。

・

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
デ
ー
タ
作
成
・
公

開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

(

以
下

｢

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

と
い

う
。)

策
定

(

一
〇
月)

・

第
一
回
シ
ス
テ
ム
研
修
会
開
催

(

一
〇
月)

・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
般
公
開

(

一
二
月)

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
う
し
た
事
業
展
開
を
受
け
て
、
デ
ー
タ
の

提
供
、
活
用
に
関
す
る
実
践
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
参
加
館
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
内
容
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

◆

基
調
講
演

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
可
能

性
／
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
と
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
研
修

効
果
と
実
践｣

昭
和
女
子
大
学
教
授

大
串
夏
身
氏

【
現
代
社
会
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
】

知
識
創
造
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
、

過
去
の
膨
大
な
知
識
や
情
報
の
集
積

か
ら
、
効
率
よ
く
必
要
な
も
の
を
取

り
出
す
た
め
の
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム

が
必
要
で
あ
り
、
図
書
館
は
そ
の
役

割
を
担
う
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
司
書
が
、
蓄
積
し
た
知
識
、
情
報
を
編
集
し
、
的
確
に
利
用

者
に
手
渡
す
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
れ
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。

【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
国
立
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
】

｢

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
事
業
に
は

｢

レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化｣

と
い
う
意
義
が
あ
る
。
こ
れ
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は
、
日
々
デ
ー
タ
を
読
む
こ
と
で
実
現
で
き
る
。
丁
寧
に
読
む
こ
と

で
、
効
率
的
な
調
査
方
法
や
、
新
た
な
調
べ
方
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を

数
か
月
続
け
て
い
れ
ば
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
す

る
。ま

た

｢

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

に
は

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
集｣

が
付

さ
れ
て
い
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
活
用
・
登
録
の
促
進
と
、
こ

の
事
業
に
未
参
加
の
図
書
館
お
よ
び
一
般
国
民
に
デ
ー
タ
を
読
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
、
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
内
容
解
説
と
し
て
記
載
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
読
ん
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
役
割
を
考
え
る
と
、
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
大
学
図
書
館
は
、
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
整
備
し
、
利
用
者
が
そ
れ
を
活
用
し
て
自
ら
研
究
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
意
義
が
増
す
。
公
共
図
書
館
で
は
、

地
域
情
報
を
組
み
込
ん
だ
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提
供
す
る
こ
と
で

住
民
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
図
書
館
で
、
性
格
を
ふ
ま
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ー
タ
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
】

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
に
は
、
大
き
く
は
質
問
回
答
サ
ー
ビ
ス
で

の
活
用
と
、
研
修
で
の
活
用
の
二
つ
が
あ
る
。

質
問
回
答
サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
の
場
合
、
質
問
に
よ
っ
て
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
で
作
っ
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
業

務
フ
ロ
ー
の
中
に
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
位
置
づ
け
て
活
用
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
所
蔵
・
所
在
調
査
で
あ
れ
ば
、
自
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
出

発
し
て
横
断
検
索
、
総
合
目
録
な
ど
に
進
み
、
そ
こ
で
ヒ
ッ
ト
し
な

け
れ
ば
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
事

実
調
査
で
あ
れ
ば
、
最
初
に
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
す
る
と
い

う
手
段
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

研
修
で
の
活
用
も
重
要
で
あ
る
。
私
も
既
に
何
度
も
利
用
し
て
い

る
が
、
都
道
府
県
立
図
書
館
が
域
内
の
図
書
館
に
実
施
す
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
研
修
な
ど
で
は
、
必
ず
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。
こ
う
い
っ
た
研
修
で
使
う
場
合
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
、
今
後

共
有
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

【
ま
と
め
】

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
図
書
館
で
は
、
蓄
積
し
た
資
料
の
価
値
を
高

め
て
い
く
た
め
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
互
い
に
協
同
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
に
努

め
、
活
発
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆

報
告
一

｢

東
京
都
立
図
書
館
の
実
践｣

東
京
都
立
中
央
図
書
館

進
藤
つ
ば
ら
氏

【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
】

東
京
都
立
中
央
図
書
館
で
は
、
独
自
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
る
。
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
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た
め
に
、
平
成
一
三
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
て
事
例
分
析
を

行
い
、
そ
こ
で
の
検
討
結
果
を
も
と

に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
共
有
す
る
こ
と
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
そ
の
他
の
媒
体
を
利
用
し

て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
な
ど
の

基
本
方
針
を
決
定
し
た
。

平
成
一
四
年
度
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
始
め
、
平
成
一
五

年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
多
数
の
職
員
が
入
力
す
る
た
め
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
入
力
ガ
イ
ド
を
整
備
し
て
内
容
の
統
一
を
図
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
公
開
】

公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
事
例
を
選
定
し
、
決
裁
を
と
っ
て
、
自
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
両
方
で

提
供
し
て
い
る
。
更
新
頻
度
は
年
に
四
回
で
、
現
在
九
四
五
件
を
公

開
し
て
い
る
。
自
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
際
に
は
、
対
応
す
る
項
目
が
あ
る

も
の
を
抽
出
し
て
登
録
し
て
い
る
。｢

回
答
プ
ロ
セ
ス｣

と
い
う
項

目
は
自
館
に
は
な
い
が
、
そ
の
重
要
性
を
ふ
ま
え
、
で
き
る
だ
け

｢

回
答｣

に
プ
ロ
セ
ス
も
書
き
込
む
と
い
う
工
夫
を
し
て
い
る
。

今
後
も
自
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
双
方
の
活
用
を
図
り
、
高
度
専
門
的
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

◆

報
告
二

｢

大
学
医
学
図
書
館
か
ら
見
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
可
能
性｣

慶
應
義
塾
大
学
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

酒
井
由
紀
子
氏

【
公
共
図
書
館
の

｢

健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス｣

へ
の
活
用
】

厚
生
労
働
科
学
研
究
事
業
に
関
わ
っ
て
、
医
療
関
係
者
お
よ
び
患

者
、
家
族
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行
っ
た
。
健
康

情
報
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
公
共
図
書
館
も
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
が
、
資
料
や
職
員
の
専
門
知
識
の
不
足
な
ど
が
実
現

に
向
け
て
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
医
学
図
書
館
と
の
連

携
が
あ
れ
ば
解
決
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
活
用
で
き
る
。

医
学
図
書
館
が
公
共
図
書
館
の
医
学

関
連
の
デ
ー
タ
に
コ
メ
ン
ト
を
付
与

し
て
情
報
提
供
を
し
た
り
、
医
学
に

関
す
る
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
登
録
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
公
共
図
書
館
と
の
連
携
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

【
医
学
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
へ
の
活
用
】

各
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
充
実
で
、
医

学
研
究
者
の
図
書
館
利
用
は
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
た
め
医
学
図
書
館
の
役
割
は
、
利
用
教
育
と
所
蔵
調
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査
に
偏
る
傾
向
が
あ
り
、
主
題
に
関
す
る
知
識
を
得
る
機
会
が
減
少

し
て
い
る
。

公
共
図
書
館
に
寄
せ
ら
れ
る
医
学
関
連
の
質
問
は
、
主
題
に
関
わ

る
多
様
な
知
識
と
、
医
学
研
究
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
を
得
る
上

で
、
有
効
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
医
学
図
書
館
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
に
活
用
で
き
る
。

こ
の
三
月
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
相
互
支
援
機
能
が
強
化
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
医
学
図
書
館
と
し
て
公
共
図
書
館
の
デ
ー
タ
に

コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
な
ど
有
効
に
活
用
し
て
、
各
種
の
図
書
館
と
の

協
同
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

◆

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

｢
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
業
務
に
活
か
す
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ

記
録
す

る
・
使
う
・
伝
え
る｣

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

青
山
学
院
大
学
教
授

小
田
光
宏
氏

最
初
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
田
光
宏
氏
が
、｢

記
録
す
る
上

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ｣

、｢

各
図
書
館
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ｣

、｢

図
書
館
の
外
へ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
成
果

を
伝
え
て
い
く
上
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ｣

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
進
め
て
行
き
た
い
と
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
四
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ

｢

記
録
す
る｣

｢

使

う｣
｢

伝
え
る｣

た
め
の
実
践
に
つ
い
て
報
告
し
、
続
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

【
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
提
言
要
旨
】
※

(

表)

参
照

秋
田
県
立
図
書
館

山
崎
博
樹
氏

昨
年
秋
か
ら
、
開
館
前
の
一
五
分
間
で
、
朝
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
勉

強
会
を
始
め
た
。
職
員
が
順
番
で
講
師
を
務
め
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事

例
を
プ
リ
ン
ト
し
て
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
資
料
を
館
内
か
ら
集

め
て
他
の
職
員
に
紹
介
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
毎
回
の
よ
う
に
蔵
書
構
築
、
排
架
、
書
誌
デ
ー
タ

の
不
備
な
ど
に
気
付
か
さ
れ
る
。
記
録
の
作
成
が
、
す
べ
て
の
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

542号／2006⑤ 国立国会図書館月報― 15―

(表) パネリストの示した ｢記録する｣ ｢使う｣
｢伝える｣ ためのキーワード

記録する 使う 伝える

山崎博樹
(秋田県立

図書館)

レファレ
ンス事例
をめぐる
円環

朝レファ ホームページ
の価値創造

斎藤誠一
(立川市中

央図書館)

情報源の
特定がで
きること

事例はヒ
ント情報
と考える
べし

情報・技術・
地域格差の解
消へ

井上真琴
(同志社大

学総合情

報センター)

切り口・
発想の記
述

レファレ
ンス・コ
レクショ
ン構築の
参考資料

ウェブ公開の
工夫
(静的HTML化)

他館との協力
連携

石渡裕子
(国立国会

図書館)

参照文献 研修 点から線へ

パネルディスカッション資料
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ま
た
、
そ
の
成
果
か
ら
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
提
供
し
て
い
る
。
そ
れ
を
調
べ
方
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
作

成
が
、
職
員
の
研
修
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
さ
ら
に
は
新
た
な
情
報
提
供

に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
円
環
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

立
川
市
中
央
図
書
館

斎
藤
誠
一
氏

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活

用
す
る
上
で
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
に
つ
い

て
述
べ
る
。
記
録
と
は
、
将
来
誰
か
が
使
う

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

有
効
に
使
わ
れ
る
記
録
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、
情
報
源
を
明
記
し
、
信
頼
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
使
う
上
で
は
、
個
々
の
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
ヒ
ン
ト
と
考
え
、
さ
ら
に
的
確
な
資
料
を
探
索
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
様
々
な
格
差
が
解
消
で

き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
特
に
地
方
で
も
有
効
な
研
修
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
期
待
し
て
い
る
。

同
志
社
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

井
上
真
琴
氏

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
記
録
に
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
や
ツ
ー

ル
選
択
の
理
由
と
い
っ
た
、
調
査
の
切
り
口
、
発
想
が
分
か
る
よ
う

な
記
述
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
図
書
館
員
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
は
、

｢

な
ぜ
そ
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
の
か｣

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
知
識

こ
そ
伝
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル

が
、
な
ぜ
そ
こ
で
使
わ
れ
た
の
か
、
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
の
か
と
い
っ

た
こ
と
を
調
査
し
て
、
資
料
の
収
集
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
歩

進
ん
だ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
が
可
能
と
な
る
。

図
書
館
の
外
へ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
成
果
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
デ
ー

タ
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
的
な
工

夫
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
主
題
情
報
部

石
渡
裕
子

国
立
国
会
図
書
館
の
場
合
は
、
各
図
書
館
で
回
答
で
き
な
か
っ
た

質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
、
未
解
決
と
な
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
場
合
、｢

ど
の
よ
う
な
資
料
を
見
て
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
か｣

と
い
う
こ
と
を
回
答
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
主
題
を
調
べ
る
上
で
の

基
本
資
料
を
記
載
し
て
い
る
の
で
、
依
頼
館
に
と
っ
て
は
類
似
の
調

査
の
参
考
と
な
り
、
当
館
に
と
っ
て
は
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の

母
体
と
な
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
回
答
す
る
際
、
合
わ
せ
て
参
考
と
な
る
調
べ
方

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
案
内
し
て
い
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を

｢

点｣

と

す
る
な
ら
、
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

｢

線｣

で
あ
り
、
点
か
ら
線
に
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な
る
こ
と
で
、
よ
り
広
が
り
が
で
て
応
用
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、｢

線｣

が
延
び
て
い
く
よ
う
に
、
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
追

加
・
訂
正
が
重
要
で
あ
る
。
最
新
の
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
デ
ー

タ
の
更
新
に
努
め
て
い
る
。

【
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

事
前
に
参
加
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
事
業
に
対
す
る
疑
問
点
や
課

題
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
中
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
担
当
者
間
で
の
共
通
認
識
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
た
ら
よ

い
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
例
え
ば
新
し
い
担
当
者
に
対
し
て
は
、

と
に
か
く
蓄
積
さ
れ
た
記
録
を
読
む
こ
と
、
そ
し
て
記
録
を
書
く
こ

と
を
徹
底
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
提
言
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
き
っ
ち
り
と
し
た
や
り
方
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
ま
た
、
紙
で
の
蓄
積
と
異
な
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
蓄
積
は

一
覧
性
が
あ
り
、
情
報
共
有
が
し
や
す
い
た
め
、
共
通
認
識
は
業
務

の
中
で
自
然
と
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

次
に
、
様
々
な
業
務
の
中
で
、
記
録
の
た
め
の
時
間
を
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
業
務
フ
ロ
ー
を
改
善
し

て
、
記
録
の
た
め
の
時
間
を
織
り
込
む
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
上

で
、
記
録
の
作
成
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、

ま
ず
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て

｢

得
る
も
の
が
あ
っ
た｣

と
い
う

実
体
験
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
周
囲

の
職
員
に
記
録
の
作
成
や
登
録
を
働
き
か
け
て
い
く
担
当
者
の
存
在

の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
会
場
か
ら
、
自
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例

を
掲
載
し
、
そ
れ
を
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
提
供

し
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
使
い

分
け
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
た
い

と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
ま
た
別
に
、

各
館
ご
と
に
特
色
を
出
し
た
サ
ー

ビ
ス
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
示
唆
が
あ
っ
た
。

【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
】

最
後
に
小
田
氏
よ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
括
と
し

て
、
事
業
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
視
点
が
示
さ

れ
た
。

・

｢

記
録
す
る｣

｢

使
う｣

｢

伝
え
る｣

を
支
え
る
し
く
み
の
改
善

と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
新
機
能
の
開
発
や
リ
プ
レ
ー
ス
が
期
待
さ

れ
る
こ
と

・
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
活
動
の
広
が
り
と
し
て
、
デ
ー
タ
分
析

に
も
と
づ
く
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
モ
デ
ル
提
示
、
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
に
も
と
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づ
く
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
が
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と

・
質
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、｢

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

の

有
効
性
に
関
す
る
モ
ニ
タ
ー
調
査
と
、
デ
ー
タ
に
コ
メ
ン
ト
を
付

与
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
協
力
者
を
置
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
。

◆

お
わ
り
に

参
加
者
に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
感
想
を

｢

大
変
良
か
っ
た
／
良
か
っ
た
／
あ
ま
り
良
く
な
か
っ

た
／
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た｣

の
四
項
目
か
ら
の
選
択
式
で
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
結
果
は
、｢

大
変
良
か
っ
た｣

が
四
九
名
、｢

良
か
っ
た｣

が
四
八
名
と
、
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

(

一
〇
一
枚
回
収)

。

自
由
記
述
で
は
、｢

他
館
の
実
践
的
、
具
体
的
な
話
を
多
く
聞
く

こ
と
が
で
き
て
大
変
参
考
に
な
っ
た｣
｢

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
研

修
や
選
書
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
早
速
実
践
し
た

い｣
｢

実
務
研
修
も
行
っ
て
欲
し
い｣

な
ど
の
感
想
や
要
望
が
寄
せ

ら
れ
た
。

ま
た
、
事
業
に
関
す
る
モ
ニ
タ
ー
調
査
へ
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

六
割
以
上
が

｢

協
力
し
た
い｣

と
回
答
し
、
こ
の
事
業
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
参
加
館
の
意
欲
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ

た
。当

館
は
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
様
々
な
提
言
を
受
け
て
、
こ
れ
か

ら
も
参
加
館
の
協
同
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
よ
り
一
層

の
充
実
と
、
活
用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
参
加
館
な
ら

び
に
関
係
者
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

文
責

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)

※
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
平
成
一
八
年
四
月
、
関
西

館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
か
ら
同
図
書
館
協
力
課
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

※
第
二
回
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記
録
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

:/
/
crd

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
lib

ra
ry
)

に
掲
載

の
予
定
で
す
。
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今年度の予定は次のとおりです｡

平成18年

５～６月 参加館追加募集

10月 第２回システム研修会

平成19年

２月 第３回参加館フォーラム

レファレンス協同データベース事業
平成18年度予定

平成18年５月22日 (月) から６月26日 (月)

まで､ 参加館の追加募集を実施します｡ こ

の機会にぜひご参加下さい｡ 詳細は当館ホー

ムページに掲載しております｡

http://www.ndl.go.jp/jp/library/collabo-ref.

html

参加館を募集します



｢
音
楽
・
映
像
資
料
室｣

は
中
央
に
視
聴
ブ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
を
コ
の
字
に
囲
ん
だ
形
で
参
考

図
書
・
検
索
用
端
末
、
閲
覧
席
、
カ
ウ
ン
タ
ー
、
再

生
機
器
等
が
並
ん
で
い
ま
す
。
資
料
室
の
名
称
か
ら

レ
コ
ー
ド
や
ビ
デ
オ
が
並
ぶ
部
屋
を
想
像
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
来
室
し
て
一
瞬
戸
惑
わ
れ
る
方
も
い
ま

す
が
、
閉
架
式
の
資
料
室
で
す
。

一
口
に
音
楽
・
映
像
資
料
と
言
っ
て
も
媒
体
種
別

や
内
容
は
様
々
で
す
。
媒
体
は
レ
コ
ー

ド
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｖ
Ｈ
Ｓ
・
Ｌ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
レ
コ
ー
ド
は

昭
和
二
四
年
か
ら
納
入
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
内
容
は
音
楽
だ
け
で
な
く
落

語
や
演
説
、
昔
話
、
物
売
り
の
声
、

祭
り
、
中
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
実
況

(

！)

と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
・
Ｌ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は

平
成
一
二
年
か
ら
納
本
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
内
容
は
映
画
か
ら
始
ま
り
ド
ラ
マ
、
ア
ニ

メ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
舞
台
、
機
関
広
報
、
教

育
講
座
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
タ
イ
ト
ル
や
出
版
社
、
商
品
番

号
等
か
ら
端
末
で
検
索
で
き
ま
す
。
平
成
一
五
年
以

降
に
受
け
入
れ
た
資
料
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
、

そ
れ
よ
り
前
に
受
け
入
れ
た
資
料
は
資
料
室
内
に
設

置
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
資
料
室
を
実
際
に
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

視
聴
ブ
ー
ス
に
は
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
片
手

に
歌
謡
曲
に
聴
き
入
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
時
代
を
映
す
興
味
深
い
も
の

で
す
。
別
の
席
に
は
レ
コ
ー
ド
を
見
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
レ
コ
ー
ド
自
体
に
装
飾
が
施
さ
れ
た
ピ
ク
チ
ャ
ー

レ
コ
ー
ド
や
ハ
ー
ト
の
形
の
レ
コ
ー
ド
な
ど
聴
か
ず

と
も
心
引
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。

閲
覧
席
に
は
販
売
目
録
を
何
冊
も

積
み
上
げ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ

れ
は
レ
コ
ー
ド
会
社
発
行
の
目
録
で
、

レ
コ
ー
ド
の
識
別
・
検
索
に
必
要
な

レ
コ
ー
ド
番
号

(

商
品
番
号)

を
知

る
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
職
員
が
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

｢

昔
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
曲
を
探
し
て

い
る
の
で
す
が
…｣

対
応
す
る
職
員

の
静
か
な
唸
り
が
聞
こ
え
る
気
が
し
ま
す
。
音
楽
や

映
像
が
記
憶
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
ゆ
え
ん
か
、

こ
の
よ
う
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

手
が
か
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
見
つ
け
る
の
は

楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
探
し
当
て
た
と
き
は
…
。

で
は
、
皆
様
の
ご
来
室
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(

音
楽
・
映
像
資
料
室ドー

ナ
ッ
ツ
に
囲
ま
れ
て)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
四
三
回

日
本
の

｢

美
し
き
時
代｣

―
大
正
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の
―

平
成
一
八
年
五
月
一
八
日

(

木)

か
ら

七
月
一
八
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
四
一
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設
展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.

jp
/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t/

in
d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本

を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。



第
三
五
回

日

本

法

令

沿

革

索

引

審

議

会

の

開

催

第
三
五
回
日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
は
、
平
成
一
八
年
三
月
七
日
午
後
一
時
半
か

ら
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
黒
澤

館
長
、
生
�
副
館
長
、
幹
事
と
し
て
松
橋
調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
、
富
田
議
会
官
庁

資
料
調
査
室
主
任
等
七
名
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
、
館
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
次
に
、
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、

角
田
委
員
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
小
玉
委
員
が
委
員
長
代
理
に
指
名
さ
れ
た
。
議
事

に
入
り
、
富
田
幹
事
か
ら
、『

日
本
法
令
索
引

[

明
治
前
期
編]』

の
編
さ
ん
作
業
の
概

要
と
今
後
の
予
定
と
し
て
、
第
三
四
回
審
議
会
以
降
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
画
面

の
検
討
、
全
体
確
認
作
業
、
ヨ
ミ
ガ
ナ
の
見
直
し
、
凡
例
、
解
説
の
執
筆
等
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
も
報
告
し
た
。
次
に
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
用
い
て
、『

日
本
法
令
索
引

[

明

治
前
期
編]』

の
検
討
中
の
画
面
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
想
定
さ
れ
る

検
索
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
凡
例
、
解
説
に
つ
い
て
概
要
を
報
告

し
た
。
そ
の
他
と
し
て
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
か
ら
、
帝
国
議
会
会
議
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
追
加
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

な
お
、
委
員
か
ら
は
、
想
定
さ
れ
る
デ
ー
タ
更
新
や
法
令
本
文
へ
の
参
照
に
つ
い
て

の
質
問
、｢

解
説｣

の
紙
媒
体
で
の
刊
行
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
が
あ
っ
た

(

当
館
雑

誌

『

レ
フ
ァ
レ
ン
ス』

に
掲
載
予
定)

。
ま
た
、
具
体
的
な
検
索
と
し
て
、
陪
審
員
制

度
を
表
す
古
い
言
葉
で
あ
る

｢

参
座｣

に
つ
い
て
の
法
令
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
で
き

る
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
、｢

参
座｣

は
七
件
、｢

陪
審｣
で
は
二
件
あ
る
旨
を
回
答
し

た
。
審
議
会
は
、
午
後
三
時
に
散
会
し
た
。

(
調
査
及
び
立
法
考
査
局)
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日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
委
員

(

平
成
一
八
年
三
月
七
日
現
在)

委
員
長

角
田
禮
次
郎

(

元
最
高
裁
判
所
判
事)

委
員
長
代
理

小
玉

正
任

(

元
国
立
公
文
書
館
長)

委

員
浅
古

弘

(

早
稲
田
大
学
大
学
院

法
務
研
究
科
教
授)

浅
野

一
郎

(

元
参
議
院
法
制
局
長)

筧

榮
一

(

欠
席)

(

元
検
事
総
長)

利
谷

信
義

(

東
京
家
政
学
院
大
学
学
長)

和
田

文
雄

(

元
衆
議
院
法
制
局
長)



�
�

�
�

平
成
十
八
年
春
の
叙
勲

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
勲
が
あ
っ
た

記
(

元
専
門
調
査
員)

中
野

博
明

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

(

元
参
事)

�
瀬

剛

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

(

元
司
書)
丹
羽

素
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

(

元
司
書)

矢
部

修

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

以
上
平
成
十
八
年
四
月
二
十
九
日
付
け

職
員
の
採
用

(

配
置
部
局
課)

総
務
部

参

事

木
村

志
穂

同

同

阿
部
健
太
郎

同

同

山
崎

洵

同

同

中
島

正
仁

同

同

小
川
加
奈
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局

調
査
員

植
田

大
祐

同

同

黒
川

直
秀

同

同

堤

真
紀

同

同

長
谷
川
総
子

書
誌
部

司

書

白
石

啓

資
料
提
供
部

同

合
山
林
太
郎

同

同

吉
垣

聡
美

主
題
情
報
部

同

大
沼
太
兵
衛

同

同

齊
藤

ま
や

同

同

�
木

彰
郎

同

同

岩
浅

美
輪

関
西
館

同

辻

佑
果

同

同

大
島

茂
樹

同

同

北
野

仁
一

以
上
平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
け

な
お
、
前
記
の
職
員
は
、
研
修
を
受
け
た
後
、
平

成
十
八
年
四
月
十
日
ま
で
に
前
記
部
局
に
配
属
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

六
六
三
号

Ａ
４

一
二
四
頁

英
国
ブ
レ
ア
政
権
の
保
育
政
策
の
展
開
／
廃
棄
物

処
理
施
設
の
設
置
と
条
例
／
安
保
理
機
能
の
拡
大

と
そ
の
限
界
／
地
域
間
格
差
の
推
移
と
そ
の
背
景

／

｢

通
信
・
放
送
融
合｣
が
迫
る
放
送
制
度
の
見

直
し

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

参
考
書
誌
研
究

第
六
四
号

Ａ
５

二
〇
七
頁

小
野
蘭
山
の

『

本
草
綱
目
草
稿』

(『

本
草
綱
目』

講
義
用
覚
え
書)

／『

滑
稽
絵
姿
合』

翻
刻
と
解
題

／
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
弥
富
破
摩
雄
旧
蔵
書
目

録
―
中
島
広
足
自
筆
本
・
手
沢
本
類
の
宝
庫
―
／

(

電
子
展
示
会
余
録)

『

描
か
れ
た
動
物
・
植
物
―

江
戸
時
代
の
博
物
誌
―』

／(

探
訪
記)

科
学
技
術

振
興
機
構

情
報
資
料
館

半
年
刊

三
、六
七
五
円

(

日)

ア
ジ
ア
学
会(

Ａ
Ａ
Ｓ)

・
東
亜
図
書
館
協

会(

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｌ)

二
〇
〇
六
年
年
次
総
会

お
よ
び
北
米
日
本
研
究
資
料
調
整
協
議
会

(

Ｎ
Ｃ
Ｃ)

会
議

Ａ
Ａ
Ｓ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｌ
二
〇
〇
六
年
年
次
総
会
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ
会
議
が
、
四
月
三
日
か
ら
九
日
、
米
国
・

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
た
。

当
館
か
ら
は
資
料
提
供
部
図
書
課
課
長
補
佐

本
田
一
治
が
出
席
し
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
で
当
館
の
近
代

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
収
録
拡
大
と
ポ
ー

タ
ル
公
開
実
験
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

NDL news当館の最近の動き

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。



石
坂
荘
作
と

｢

基
隆
夜
学
校｣

日
本
統
治

期
台
湾
に
お
け
る
一
私
立
学
校
の
歩
み

宇
治
郷
毅
著

二
〇
〇
五
・
四

七
七
頁

Ｂ
５

(F
B

54-H
29)

台
湾
。
経
済
的
に
も
、
地
理
的
に
も
、
観
光
地
と

し
て
も
身
近
な
、
南
国
の

｢

麗
し
い
島｣

。
ま
た
、

近
代
日
本
が
は
じ
め
て
獲
得
し
た
植
民
地
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
台
湾
は
、
日
清
戦
争
の
結
果
清
国
か
ら
割

譲
さ
れ
、
日
本
の
領
土
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
台

湾
に
は
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
年
配
の
人
が

多
く
お
り
、
現
在
で
も
各
地
で
日
本
統
治
時
代
の
建

築
物
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
そ
の

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
北
部
の
港
町
、
基
隆

(

キ
ー

ル
ン)

に
あ
っ
た
夜
学
校
と
、
そ
の
設
立
者
で
あ
る

石
坂
荘
作
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

石
坂
荘
作
は
、｢

基
隆
聖
人｣

と
も
呼
ば
れ
た
台

湾
の
実
業
家
で
あ
る
。
も
と
も
と
群
馬
県
吾
妻
郡
で

小
学
校
教
師
を
し
て
い
た
が
、
日
清
戦
争
後
に
台
湾

へ
渡
り
、
や
が
て
基
隆
で
商
店
を
経
営
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
実
業
方
面
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
活
動
で
も
活
躍
し
、
私
費
を
投
じ
て

｢

基
隆
夜
学

校｣

を
設
立
し
た
の
は
、
一
九
〇
三
年
の
こ
と
で
あ

る
。｢

基
隆
夜
学
校｣

は
勤
労
青
少
年
を
対
象
と
し

た
夜
間
学
校
で
、
生
徒
も
教
員
も
ほ
か
に
職
業
を
持

ち
な
が
ら
学
び
、
教
え
て
い
た
。
終
戦
時
ま
で
存
続

し
、
約
四
〇
年
の
間
に
三
、〇
〇
〇
人
以
上
が
通
っ

た
と
い
う
。
授
業
料
は
無
料
で
、
一
七
才
前
後
を
中

心
に
、
一
四
才
か
ら
時
に
は
三
〇
代
ま
で
の
生
徒
が

学
ん
で
い
た
。
正
規
の
初
等
教
育
と
中
等
教
育
、
双

方
の
領
域
と
重
な
り
な
が
ら
、
そ
の
は
ざ
ま
に
存
在

し
た
学
校
で
あ
る
。
当
時
台
湾
は
、
ま
だ
教
育
制
度

が
十
分
に
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
国
内

で
あ
っ
て
も
、
義
務
教
育
で
あ
る
小
学
校
へ
の
就
学

は
完
全
に
普
及
し
た
と
は
言
い
難
く
、
ま
し
て
や
義

務
教
育
後
の
教
育
機
会
な
ど
限
ら
れ
て
い
た
時
期
で

あ
る
。
そ
の
時
期
の
台
湾
に
お
い
て
、
一
個
人
が
私

費
で
夜
間
学
校
を
設
立
・
運
営
し
て
い
た
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
。
こ
れ
だ
け
長
期
間
、
一
定
の
規
模
を

維
持
し
て
続
い
た
私
立
の
夜
間
学
校
は
日
本
国
内
で

も
珍
し
い
。

ま
た
、
石
坂
は
台
湾
で
最
初
の
私
設
図
書
館

｢

石

坂
文
庫｣

を
設
立
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
夜
学
校
も

図
書
館
も
、
幅
広
い
人
々
を
対
象
と
し
た
社
会
教
育

と
い
う
性
格
を
持
つ
。
石
坂
が
そ
の
よ
う
な
施
設
に

力
を
入
れ
た
の
は
、
青
年
期
の
教
育
を
最
も
重
要
と

考
え
て
い
た
こ
と
と
、
加
え
て
教
育
は
万
人
に
平
等

に
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
を

持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
石
坂
自
身
も
高
い
教
育

を
受
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
苦
学
の
経
験
が
あ
っ
た
。

学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
人
物
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
学
ぶ
こ
と
を
望
む
人
々
に
そ
の
機
会

を
与
え
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

彼
に
と
っ
て
、
教
育
の
機
会
均
等
は
日
本
人
だ
け

で
な
く
、
台
湾
人
に
も
共
有
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。｢

基
隆
夜
学
校｣

で
は
日
本
人
と
台
湾
人
が
共

に
学
ん
で
い
た
。
当
時
の
台
湾
で
は
、
台
湾
人
は
公

学
校
と
い
う
初
等
学
校
に
通
い
、
日
本
人
の
通
う
小

学
校
と
は
別
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
石

坂
は
日
本
人
に
も
台
湾
人
に
も
わ
け
へ
だ
て
な
く
教

育
を
行
っ
た
。
台
湾
人
と
日
本
人
が
一
緒
に
教
育
を

受
け
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
学
校
を
特
徴
づ
け
る
稀

有
な
点
で
あ
る
。
戦
後

｢

基
隆
夜
学
校｣

は
台
湾
人

に
よ
り
継
承
さ
れ
、｢

私
立
光
隆
高
級
家
事
商
業
職

業
学
校｣

と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ

542号／2006⑤国立国会図書館月報 ― 22―

国立国会図書館は､ 法律

によって定められた納本

制度により､ 日本国内の

出版物を広く収集してい

ます｡ このコーナーでは､

主として取次店を通さな

い国内出版物を取り上げ

て､ ご紹介します｡



の
学
校
が
台
湾
人
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て

い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

本
書
で
は
、
石
坂
の
教
育
思
想
と

｢

基
隆
夜
学
校｣

の
創
立
か
ら
現
在
ま
で
の
歩
み
が
語
ら
れ
、
参
考
資

料
と
し
て
夜
学
校
に
つ
い
て
の
貴
重
な
史
料
も
あ
わ

せ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の

｢

私
立
基
隆
夜
学

校｣

の
章
は
、
石
坂
の
著
作
で
あ
る

『

御
賜
之
余
香』

(

当
館
請
求
記
号F

H
1-134)

か
ら
抜
粋
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
学
校
の
沿
革
と
教
育
の
状

況
が
記
さ
れ
て
お
り
、
教
育
へ
の
熱
意
が
苦
難
も
交

え
て
い
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
統
計
に

つ
い
て
も
充
実
し
て
い
る
。
石
坂
荘
作
と
い
う
人
物

と

｢

基
隆
夜
学
校｣

は
本
当
に
興
味
深
く
、
教
育
史

と
し
て
、
植
民
地
研
究
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
何
よ
り
、

学
ぶ
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
時
代
に
、
学

ぶ
機
会
を
広
く
提
供
し
よ
う
と
し
た
人
物
の
思
想
や

活
動
を
通
し
て
、
社
会
教
育
の
原
点
を
か
え
り
み
る

き
っ
か
け
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

木き
の

下し
た

路み
ち

子こ)

遠

客

近

客

(

東
京
本
館)

一
月
六
日

ト
ム
・
フ
レ
ン
チ
氏(

英
国
・
ダ
ー
ハ

ム
大
学
院
生)

一
月
二
〇
日

パ
ド
マ
・
ラ
ト
ナ
・
ト
ラ
ダ
ー
ル
氏

(

ネ
パ
ー
ル
・
ア
サ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
理
事
長)

、

ス
ワ
ン
・
ワ
ジ
ラ
チ
ャ
リ
ヤ
氏

(

ネ
パ
ー
ル
・
ネ

ワ
ー
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
関
東
代
表)

一
月
二
三
日

チ
ェ
・
ホ
ジ
ン
氏

(

韓
国
人
大
学
院

生)

一
行
三
名

一
月
二
三
日

国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

平
成
一
七
年
度
司
書
日
本
語
研
修
参
加
者
九
名

一
月
二
四
日

ニ
ー
ル
ス
・
ミ
ケ
ル
セ
ン
氏

(

デ
ン

マ
ー
ク
・
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
社
ア
ジ
ア
担
当)

一
月
二
四
日

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
会
議
員
団
八
名

一
月
二
五
日

リ
ン
・
ブ
リ
ン
ド
リ
ー
氏

(

英
国
図

書
館
長)

、
ア
ブ
デ
ル
ア
ジ
ズ
・
ア
ビ
ド
氏

(

フ

ラ
ン
ス
・
ユ
ネ
ス
コ
情
報
社
会
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト)

二
月
一
三
日

東
学
農
民
革
命
参
与
者
名
誉
回
復
審

議
委
員
会
調
査
団
三
名

二
月
一
四
日

カ
サ
マ
・
ウ
ォ
ラ
ワ
ン
氏

(

タ
イ
教

育
省
事
務
次
官
一
行
二
名)

二
月
一
六
日

デ
サ
ダ
ー
・
Ｌ
・
ビ
コ
ー
氏(

米
国
・

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
マ
ッ
ケ
ル
デ
ィ
ン
図
書
館
蔵

書
・
特
別
貴
重
書
部
長)

、
坂
口
英
子
氏

(

米
国
・

同
図
書
館
東
ア
ジ
ア
資
料
室
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
室

長)

二
月
一
七
日

長
野
県
南
牧
村
図
書
館
一
名

二
月
二
二
日

馬
建
霞
氏

(

中
国
科
学
院
資
源
環
境

科
学
情
報
セ
ン
タ
ー)

二
月
二
四
日

(

社)

福
島
県
視
力
障
害
者
協
力
会
六

名
三
月
二
日

カ
イ
・
エ
ク
ホ
ル
ム
氏

(

フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
国
立
図
書
館
長)

三
月
三
日

C
O

-E
X

IS
T

-S
E

A

セ
ミ
ナ
ー
研
修
生

一
〇
名

＊

＊

＊

平
成
一
八
年
一
月
〜
三
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学

校
関
係
四
件
三
一
名
、
大
学
関
係
四
件
五
二
名
、
そ

の
他
八
件
四
七
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。
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見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
一

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六



今
年
度
、
国
立
国
会
図
書
館
で
実
施
す
る
図
書
館
員
を
対
象
と
す
る
研
修
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

(

次
ペ
ー
ジ
表)

。

○
今
年
度
の
研
修
の
特
徴

＊｢

科
学
技
術
資
料
研
修｣

で
は
各
資
料
の
基
本
的
な
知
識
や
基
本
的
な
調
べ
方
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。｢

資
料
電
子
化
研
修｣
｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研
修｣

は
、
資
料

電
子
化
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
的
な
方
法
と
課
題
解
決

へ
の
考
え
方
を
示
す
内
容
で
す
。
い
ず
れ
も
講
義
だ
け
で
は
な
く
演
習
を
取
り
入

れ
た
構
成
と
す
る
予
定
で
す
。

＊｢

児
童
文
学
連
続
講
座｣

は
、
総
合
テ
ー
マ
を

｢

絵
本
の
愉
し
み
―
イ
ギ
リ
ス
絵

本
の
伝
統
に
学
ぶ
―

(

仮
題)｣

と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

○
各
研
修
の
詳
細
・
申
込
方
法

各
研
修
の
実
施
日
程
や
科
目
の
詳
細
・
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
、

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

図
書
館
員
の
ペ
ー
ジ｣

―

｢

図
書
館
へ
の
お
知
ら
せ｣

(
h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/
jp
/
lib
ra
ry/
lib
ra
ry_n
ew
s.h
tm
l)

に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

『

図
書
館
協
力
ニ
ュ
ー
ス』

で
も
、
研
修
の
案
内
を
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
未
登
録
の
図
書
館
、
関
心
を
お
持
ち
の
図
書
館
員
の
方
は

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

(

前
述
の

｢

図
書
館
へ
の
お
知
ら
せ｣

か
ら
登
録
で
き
ま
す)

。

今
年
度
実
施
す
る
研
修
は
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
実
施
時
に
高
い
評
価
を
受
け
た
研

修
で
す
。
皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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平成18年度の図書館員を対象とする研修計画について

平成17年度の科学技術研修の様子平成17年度の資料電子化研修の
ワークショップの風景
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＜表＞ 平成18年度研修一覧

研 修 名 実施時期／会場 対象および定員

資料電子化研修 平成18年９月(２日間)／

関西館

公共図書館職員および大学図書

館職員で資料電子化を担当する

者あるいはこれから担当しよう

とする者｡ 20名｡

資料保存研修 平成18年９月～12月

(１日×２回)／関西館

公共図書館職員､ 大学図書館職

員および専門図書館職員｡ 40名｡

児童文学連続講座

‐国際子ども図書館

所蔵資料を使って

平成18年10月16日(月)､

17日(火)､ 18日(水)／

国際子ども図書館

現在､図書館等において児童サー

ビスに従事する者｡ 60名｡

アジア情報研修 平成18年10月17日(火)､

18日(水)／関西館

専門図書館職員､ 大学図書館職

員および公共図書館職員｡ 20名｡

科学技術資料研修 平成18年11月(２日間)／

関西館

公共図書館職員および大学図書

館職員で科学技術関係資料に関

する基礎的な知識の習得を目指

す者｡ 20名｡

レファレンス研修 平成19年２月(２日間)／

東京本館

公共図書館職員および大学図書

館職員でレファレンス業務担当

者｡ 20名｡

以下の研修は､ 各事業の参加館を対象として実施するものです｡

国立国会図書館総合

目録ネットワーク研

修会 (研修講師対象)

平成18年７月(１日)／

関西館

都道府県立および政令指定都市

立図書館中央館の国立国会図書

館総合目録ネットワーク研修等

担当者｡ 70名｡

レファレンス協同デー

タベースシステム研

修会

平成18年10月(１日×２

回)／東京本館､ 関西館

レファレンス協同データベース

事業参加館の実務担当者｡ 60名｡

※昨年度開催した ｢日本古典籍講習会｣ については､ 今年度も開催の方向で､ 共催の
国文学研究資料館と調整中です｡



中
性
紙
使
用
の
定
着
化
を
確
認

―
第
一
八
回
新
刊
資
料
中
性
紙
使
用
率
調
査
結
果
報
告
―

収
集
部
資
料
保
存
課

は
じ
め
に

国
内
で
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
を
幅
広
く
収
集
し
、
そ
の
所
蔵
資
料
を
文
化

遺
産
と
し
て
利
用
の
た
め
に
保
存
し
て
い
く
責
務
を
持
つ
当
館
で
は
、
保
存

性
の
高
い
中
性
紙

(

中
性
サ
イ
ズ
剤
を
用
い
て
抄
紙
さ
れ
た
紙
を
指
す
。
当
館
の

調
査
で
は
、
値
六
・
五
以
上
を
中
性
紙
と
し
て
い
る)

や
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ペ
ー
パ
ー

(

注
１)

の
生
産
と
使
用
の
促
進
を
出
版
界
や
製
紙
業
界
に
呼
び
か
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
新
刊
資
料
の
中
性
紙
使
用
率
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

一
九
八
六
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
調
査
も
、
今
回
で
一
八
回
を
数
え
る
。

中
性
紙
使
用
率
調
査
は
、
第
一
回(

一
九
八
六
年)
か
ら
第
一
〇
回(

一
九
九
五

年)

ま
で
は
官
庁
出
版
物
と
民
間
出
版
物
の
図
書
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
。

第
一
一
回

(

一
九
九
六
年)

か
ら
は
、
第
一
〇
回
の
民
間
出
版
物
の
図
書
の

中
性
紙
使
用
率
が
八
割
に
近
く
な
っ
た

(

七
九
・
三
％)

こ
と
を
受
け
、
民

間
出
版
物
の
調
査
は
四
年
に
一
度
に
と
ど
め
、
以
後
の
調
査
は
官
庁
出
版
物

の
図
書
と
逐
次
刊
行
物
に
重
点
を
お
い
て
行
っ
て
き
た
。
一
九
九
九
年
以
来
、

四
年
ぶ
り
の
民
間
出
版
物
の
中
性
紙
使
用
率
調
査
と
な
っ
た
前
回
の
第
一
七

回

(

二
〇
〇
三
年)

で
は
、
図
書
が
九
三
・
八
％
、
逐
次
刊
行
物
が
八
六
・
二

％
と
い
う
結
果
を
得
、
民
間
出
版
物
の
中
性
紙
使
用
に
つ
い
て
安
定
し
た
傾

向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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図１ 調査資料の内訳 (図＝図書､ 逐＝逐次刊行物) (単位：冊)

中性紙使用率調査 772 (75.2％)
(図：412 逐：360)

再生紙使用率調査 970 (94.4％)
(図：531 逐：439)

調査
不能

57 (5.6％)
(図：５ 逐：52)

中中性性紙紙 772244
((図図：：339944 逐逐：：333300))

ココーートト紙紙 119988
((図図：：111199 逐逐：：7799))

酸性紙 48
(図：18 逐：30)

利用中等 57
(図：５ 逐：52)



今
回
の
調
査
は
、
官
庁
出
版
物
の
図
書
と
逐
次
刊
行
物
を
対
象
と

し
て
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
四
日
か
ら
一
二
月
一
六
日
に
か
け
て

行
っ
た
。

中
性
紙
使
用
率
調
査
の
結
果
は
、
中
性
紙
の
普
及
状
況
や
増
加
し

続
け
る
再
生
紙
の
問
題
な
ど
、
書
籍
用
紙
に
関
す
る
最
新
動
向
の
ま

と
め
と
し
て
、
調
査
を
行
う
度
に
本
誌
へ
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/

―
国
立
国

会
図
書
館
に
つ
い
て
―
資
料
の
保
存)

で
も
公
開
を
し
て
い
る
。

一.

調
査
対
象
資
料
と
調
査
方
法

調
査
対
象
資
料
は
、
図
書
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ

た
も
の
の
う
ち
、
二
〇
〇
五
年
九
月
一
三
日
ま
で
に
当
館
が
受
入
れ
・

整
理
を
終
え
た
一
五
、三
一
三
冊
か
ら
中
央
官
庁
出
版
物
三
・
五
％

(

三
〇
二
冊)

、
地
方
自
治
体
出
版
物
三
・
五
％

(
二
三
四
冊)

の
割

合
で
無
作
為
抽
出
し
た
。
ま
た
、
逐
次
刊
行
物
は
同
日
現
在
継
続
受

入
れ
中
の
一
五
、
三
五
五
種
か
ら
中
央
官
庁
出
版
物
三
・
二
％

(

一
五
二
種)

、
地
方
自
治
体
出
版
物
三
・
二
％

(

三
三
九
種)
の
割

合
で
無
作
為
抽
出
し
、
各
種
と
も
二
〇
〇
四
年
刊
行
の
も
の
か
ら
任

意
の
一
冊
を
調
査
し
た
。
前
回
の
調
査
と
同
様
、
中
央
官
庁
出
版
物

と
地
方
自
治
体
出
版
物
の
抽
出
割
合
を
同
じ
に
し
、
調
査
条
件
の
統

一
を
は
か
っ
た
。
こ
の
調
査
対
象
資
料
の
中
か
ら
、
コ
ー
ト
紙
資
料

や
利
用
中
の
資
料
を
除
い
た
図
書
四
一
二
冊
、
逐
次
刊
行
物
三
六
〇

冊
に
つ
い
て
中
性
紙
チ
ェ
ッ
ク
ペ
ン

(

日
研
化
学
研
究
所
製)

を
使

用
し
て
調
査
し
、
集
計
を
行
っ
た

(

図
１)

。

従
来
と
同
様
、
コ
ー
ト
紙
は
対
象
資
料
か
ら
外
し
て
調
査
を
行
っ

た
。
原
紙
の
表
面
に
塗
料
が
塗
布
さ
れ
た
コ
ー
ト
紙
は
、
原
紙
の
繊

維
が
隠
れ
て
し
ま
い
チ
ェ
ッ
ク
ペ
ン
で
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
の
対
象
資
料
中
で
は
、
図
書
一
一
九

冊
、
逐
次
刊
行
物
七
九
冊
、
計
一
九
八
冊
が
コ
ー
ト
紙
資
料
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
調
査
対
象
資
料

(

図
書
五
三
六
冊
、
逐
次
刊
行
物
四
九
一

冊)

中
の
一
九
・
三
％
に
該
当
し
、
前
回
の
一
七
・
一
％
か
ら
は

二
・
二
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
た
。
経
済
産
業
省
の
統
計

(

注
２)

に
よ
る
と
、
微
塗
工
・
塗
工
印
刷
用
紙

(

コ
ー
ト
紙)

の
生
産
量
は

毎
年
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
は
前
年
か
ら
三
・
四
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
た
。
中
性
紙
使
用
率
調
査
の
対
象
資
料
中
に
占
め
る

コ
ー
ト
紙
の
割
合
も
同
様
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
増
え
続

け
る
調
査
不
能
資
料
へ
の
対
応
策
を
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
第
一
二
回

(

一
九
九
七
年)

に
開
始
し
た
再
生
紙
の
中
性

紙
使
用
率
調
査
も
引
き
続
き
行
っ
た
。
調
査
は
、
前
書
き
、
奥
付
付

近
に
再
生
紙
使
用
マ
ー
ク
も
し
く
は
記
載
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
方

法
を
と
っ
た
。
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
統
計

(

注
３)

に
よ
る

と
、
製
紙
原
料
に
お
け
る
古
紙
の
割
合
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
六
割
を
突
破
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
つ
い

て
も
六
〇
・
四
％

(

紙：

三
七
・
二
％
、
板
紙：

九
二
・
四
％)

と
、

引
き
続
き
六
割
を
超
え
て
い
る
。
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二.

調
査
結
果

今
回
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
全
体

の
中
性
紙
使
用
率
は
九
三
・
八
％
で
、
前
回
の
調
査
よ
り
二
・
四
ポ

イ
ン
ト
高
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
資
料
群
の
調
査
結
果
が
今
回
は
じ

め
て
九
〇
％
を
超
え
た
。
次
に
、
過
去
五
回
の
調
査
で
の
図
書
と
逐

次
刊
行
物
を
合
わ
せ
た
中
性
紙
使
用
率
の
動
向
を
図
２
に
示
す
。
従

来
は
中
央
官
庁
刊
行
物
よ
り
も
地
方
自
治
体
刊
行
物
の
中
性
紙
使
用

率
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
回
調
査
で
は
中
央
官

庁
の
図
書
の
中
性
紙
使
用
率
が
地
方
自
治
体
を
追
い
抜
き
、
今
回
の

調
査
で
は
中
央
官
庁
の
図
書
、
逐
次
刊
行
物
が
両
方
そ
ろ
っ
て
地
方

自
治
体
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
以
下
、
図
書
、
逐
次
刊
行
物
、

再
生
紙
に
つ
い
て
個
別
に
見
て
い
く
。

図
書図

書
の
過
去
五
回
の
調
査
で
の
中
性
紙
使
用
率
動
向
は
図
３
の
と

お
り
で
あ
る
。
中
央
官
庁
・
地
方
自
治
体
を
合
わ
せ
た
図
書
の
中
性

紙
使
用
率
は
九
五
・
六
％

(

表
１)

で
あ
っ
た
。
二
回
連
続
で
九
割

を
超
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
前
回
の
九
六
・
七
％
と
比
較
す
る
と
ポ

イ
ン
ト
は
一
・
一
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
が
一
時
的
な
も
の
な

の
か
ど
う
か
、
今
後
の
調
査
で
動
向
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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表１ 調査結果 (全体)

中性紙 酸性紙 計

図 書

中 央 官 庁
257冊

97.0％

８冊

3.0％

265冊

100％

地方自治体
137冊

93.2％

10冊

6.8％

147冊

100％

計
394冊

95.6％

18冊

4.4％

412冊

100％

逐次刊行物

中 央 官 庁
113冊

95.0％

６冊

5.0％

119冊

100％

地方自治体
217冊

90.0％

24冊

10.0 ％

241冊

100％

計
330冊

91.7％

30冊

8.3％

360冊

100％

合 計
724冊

93.8％

48冊

6.2％

772冊

100％

図２ 過去５回の中性紙使用率動向
(図書＋逐次刊行物)
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逐
次
刊
行
物

逐
次
刊
行
物
の
過
去
五
回
の
調
査
で
の
中
性
紙
使
用
率
動
向
は
図

４
の
と
お
り
で
あ
る
。
中
央
官
庁
・
地
方
自
治
体
を
合
わ
せ
た
逐
次

刊
行
物
の
中
性
紙
使
用
率
は
九
一
・
七
％

(

表
１)

で
、
前
回
の

八
八
・
〇
％
よ
り
三
・
七
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
た
。
個
別
に
は
、
中

央
官
庁
は
八
七
・
五
％
か
ら
九
五
・
〇
％
に
、
地
方
自
治
体
は

八
八
・
三
％
か
ら
九
〇
・
〇
％
に
と
、
と
も
に
初
め
て
九
〇
％
を
超

え
た
。
特
に
中
央
官
庁
出
版
物
の
伸
び
が
著
し
く
、
今
回
の
調
査
で

は
、
中
性
紙
の
使
用
で
先
行
し
て
い
た
地
方
自
治
体
を
中
央
官
庁
が

追
い
越
す
形
と
な
っ
た
。

再
生
紙

再
生
紙
の
調
査
は
、
中
性
紙
、
酸
性
紙
そ
し
て
コ
ー
ト
紙
を
含
め

た
九
七
〇
冊
を
対
象
に
行
っ
た
。
う
ち
再
生
紙
の
割
合
は
二
二
・
〇

％
、
二
一
三
冊
で
あ
っ
た

(

表
２)

。
過
去
五
回
の
官
庁
出
版
物
の

中
性
の
再
生
紙
使
用
の
動
向
は
図
５
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
回
の
中

性
の
再
生
紙
使
用
率
は
九
一
・
九
％
で

(

表
３)

、
前
回
の

九
三
・
三
％
か
ら
わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の
の
、
安
定
し
た
使
用
率

を
保
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
平
成
一
二
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た

｢

国

等
に
よ
る
環
境
物
品
等
調
達
推
進
等
に
関
す
る
法
律｣

(

い
わ
ゆ
る

｢

グ
リ
ー
ン
購
入
法｣

)

、
平
成
一
三
年
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
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図３ 過去５回調査の図書の中性紙使用率動向
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図４ 過去５回調査の逐次刊行物の中性紙
使用率動向
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図５ 過去５回調査での官庁出版物における再生紙の中性紙使用率動向

表２ 再生紙の使用率

調査対象資料

(中性紙＋酸性紙

＋コート紙)

再生紙 使用率

中央官庁出版物
441冊

(370＋14＋57)

37冊

(内９冊コート紙)
8.4％

地方自治体出版物
529冊

(354＋34＋141)

176冊

(内43冊コート紙)
33.3％

計
970冊

(724＋48＋198)

213冊

(内52冊コート紙)
22.0％

表３ 再生紙 (コート紙を除く)の中性紙使用冊数と使用率
(図＝図書 逐＝逐次刊行物)

中央官庁出版物 地方自治体出版物 計

中性紙

28冊

(図書：15冊 逐：13冊)

100％

120冊

(図書：45冊 逐：75冊)

90.2％

148冊

(図書：60冊 逐：88冊)

91.9％

酸性紙

０冊

(図書：０冊 逐：０冊)

０％

13冊

(図書：４冊 逐：９冊)

9.8％

13冊

(図書：４冊 逐：９冊)

8.0％

計

28冊

(図書：15冊 逐：13冊)

100％

133冊

(図書：49冊 逐：84冊)

100％

161冊

(図書：64冊 逐：97冊)

100％



｢
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針｣

(

基
本
方
針)

に
よ
り
、
官
庁
で
は
古
紙
配
合
率
七
〇
％
以
上
の
印
刷
用
紙
を
使
用

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
官
庁
出
版
に
与
え
る

影
響
は
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
再
生
紙
の
使
用
率

が
最
も
高
か
っ
た
地
方
自
治
体
出
版
物
は
、
前
回
の
三
〇
・
四
％
か

ら
さ
ら
に
数
を
伸
ば
し
、
三
三
・
三
％
に
達
し
た
。
三
冊
に
一
冊
が

再
生
紙
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
に
つ
い
て
は
補

足
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
に
再
生
紙
と
呼
ば
れ
る
用
紙
に
は
規
格
が

な
く
、
他
の
用
紙
と
の
判
別
も
肉
眼
で
は
つ
き
難
い
。
そ
の
た
め
、

再
生
紙
の
使
用
率
調
査
で
は
再
生
紙
使
用
の
マ
ー
ク
あ
る
い
は
記
載

の
有
無
を
判
断
の
基
準
と
し
て
い
る
。
出
版
物
の
中
に
は
再
生
紙
使

用
を
明
示
し
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
今
回
の
結
果
以
上

に
再
生
紙
を
使
用
し
た
資
料
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
中
性
紙
使
用
率
調
査
で
は
、
い
ず
れ
の
資
料
も
安
定
し
た

数
値
を
示
し
、
官
庁
出
版
物
へ
の
中
性
紙
使
用
の
定
着
化
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
官
庁
出
版
物
に
つ
い
て
も
中
性
紙
使

用
率
調
査
は
四
年
に
一
回
と
し
、
動
向
を
見
守
る
予
定
で
あ
る
。
次

回
調
査
は
、
民
間
出
版
物
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
度
、
官
庁
出
版

物
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
九
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
書
籍
用
紙
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
中
性
紙
と
あ

わ
せ
て
使
用
率
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
再
生
紙
を
例
に
と
っ
て
も
、

酸
性
・
中
性
の
別
だ
け
で
は
な
く
、
原
料
と
な
る
古
紙
の
種
類
や
、

用
途
、
パ
ル
プ
と
古
紙
の
配
合
率
な
ど
、
様
々
な
内
訳
の
用
紙
が
一

括
し
て
再
生
紙
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
た
だ
、
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
だ
け

を
原
料
と
し
た
古
紙
を
含
ま
な
い
用
紙
に
比
べ
る
と
、
紙
質
と
強
度

の
維
持
期
間
に
不
安
が
残
る
と
い
う
点
は
ど
の
再
生
紙
も
共
通
し
て

お
り
、
長
期
保
存
の
対
象
と
な
る
資
料
へ
の
使
用
を
避
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
再
生
紙
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
変
色
を

起
こ
し
や
す
い
新
聞
古
紙
な
ど
の
機
械
パ
ル
プ
を
含
ま
な
い
、
上
質

系
の
古
紙
を
原
料
に
し
た
中
性
再
生
紙
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
再
生
紙
使
用
率
の
一
層
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
官
庁
出
版
物

に
お
け
る
、
上
質
系
の
中
性
再
生
紙
使
用
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
書
籍
用
紙
の
長
期
保
存
を
可
能
に
す
る
道

を
探
る
た
め
、
関
連
分
野
の
研
究
や
業
界
の
動
向
に
注
意
を
向
け
て

い
き
た
い
。

〈
注
〉

注
１

中
性
紙
の
中
で
も
、
pH
値
七
・
五
か
ら
一
〇
・
〇
の
ア
ル
カ
リ
性
で
、

酸
性
化
を
防
ぐ
た
め
の
ア
ル
カ
リ
物
質
を
二
％
以
上
含
む
な
ど
、
一

定
の
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
を
指
す
。

注
２

経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査
統
計
部
編

『

紙
・
パ
ル
プ
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
統
計
年
報』

平
成
一
六
年

注
３

財
団
法
人
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー

『

古
紙
統
計
年
報』

二
〇
〇
四

年
版

(

収
集
部
資
料
保
存
課)
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国立国会図書館は､ 昭和23年の創立以来､ 国立国会図書館法に定められた

｢納本制度｣ により､ 国内の出版物を広く収集し､ 国政審議に役立て､ また

図書館資料として多くの方々に利用していただくとともに､ 文化財として永

く後世に残し伝えていく役割を担っております｡

納本制度により､ 立法・行政・司法の国の機関､ 地方公共団体､ 独立行政

法人等の出版物のほか､ 民間における出版物が納入されておりますが､ この

うち民間出版物､ 特に通常の流通ルートにのらない出版物については､ 出版

の事実の把握に困難な場合が多いため､ 納本までに時間がかかってしまうこ

とや､ 最悪の場合には納本漏れになってしまうケースも少なくありません｡

すでに第二次世界大戦終結から60年がたち､ 今後は､ 戦後に誕生した企業

や団体が次々に創立の節目の年を迎えることと思われます｡ つきましては､

これら企業・団体が､ 社史・団体史等を刊行される場合は､ ぜひ国立国会図

書館にご一報いただきますようお願いいたします｡ 当館からあらためて納本

に関するご案内をさせていただきます｡

戦後日本を支えた多くの企業・団体の歴史は､ 経営史､ 産業史の側面にと

どまらず､ 社会史､ 文化史の面からも貴重な資料です｡ ぜひ関係者の皆様の

ご理解とご協力を賜りますよう､ お願いいたします｡

また､ 既に社史・団体史を刊行され､ 国立国会図書館に所蔵が無いことを

お知りになった場合*にも､ ご連絡いただければ幸いです｡

本件に関する問い合わせ先

収集部国内資料課民間納本係

TEL 03-3581-2331 内線 24222 24223

E-mail nouhon@ndl.go.jp

(国立国会図書館 収集部)

――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊国立国会図書館ホームページから NDL-OPACを検索いただきますと､ 国立国会図

書館における所蔵の有無が確かめられます｡ (→http://www.ndl.go.jp)
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５月５日､ 電子展示会 ｢絵本ギャラリー｣ に２つの新しいコンテンツが加

わりました｡ ｢絵本ギャラリー｣ はマルチメディアの特性を生かし､ 絵本の

発祥から今日までの発展の流れを内外の貴重な絵本の画像や音声によりイン

ターネット上で紹介するものです｡

｢江戸絵本とジャポニズム｣

江戸時代の庶民に親しまれた草

双紙10作品と､ 江戸絵本から影響

を受けた西洋の絵本２作品を紹介

します｡ 江戸絵本は､ 和楽器によ

る背景音楽にのせ､ 落語家らがわ

かりやすい現代語訳で朗読します｡

日・英の解説文もあります｡

『桃太郎宝の蔵入り』 表紙

｢子どもの本 イメージの伝承｣

絵本が市民生活の中に積極的に

とり入れられた19世紀の資料を中

心に､ 29作品の絵本画像約2,000

枚を紹介する画像データベースで

す｡

『不思議の国のアリス』 より

■アクセス方法■

国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/) の ｢絵本ギャ

ラリー｣ から､ プログラムを選択してください｡

URL：http://www.kodomo.go.jp/gallery/

■問い合わせ先■

国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課

TEL：03-3827-2053 (代表)
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展示会関連講演会

展示会関連催物として､ 展示会開催日初日に以下の講演会を開催します｡ 詳細は国際

子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/) をご覧ください｡

日 時 ： ７月15日 (土) 13：00から

会 場 ： 国際子ども図書館 ３階ホール

テーマおよび講師

第１部 ｢近くて遠いムーミン谷｣

講 師：冨原眞弓氏 (聖心女子大学教授 翻訳家)

内 容：｢ムーミン｣ の翻訳者である講師が作品や作者についてお話しします｡

第２部 ｢北欧へのいざない―北欧の子どもの本と展示会の見どころ｣

講 師：福井信子氏 (当展示会監修者 東海大学助教授)

内 容：北欧児童文学の成り立ちをやさしく解説し北欧の本と当展示会の魅力を

語ります｡

対 象 ： 中学生以上

申込み方法 ： 直接来館､ 往復はがき､ 電子メール (事前申込制､ 先着順 定員100名)

問い合わせ先 ： 国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課

〒110-0007 東京都台東区上野公園12－49

『旧帝国図書館』 建築100周年を迎えました！

国立国会図書館国際子ども

図書館の建物は､ 明治 39

(1906) 年の 『旧帝国図書館』

第一期から数えますと今年で

100周年を迎えます｡ 明治政

府によって帝国図書館として

建てられ､ 昭和４年に増築さ

れたこの建物は､ 東京都の

｢歴史的建造物｣ にも指定さ

れています｡

国立国会図書館では､ これを記念し ｢『旧帝国図書館』 建築100周年記念行事｣ を行

います｡ この ｢記念行事｣ では､ セミナー (講演会・見学会)､ 展示会 (ホームページ

含む) の開催などを予定しています｡
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国際子ども図書館展示会

｢北欧からのおくりもの－子どもの本のあゆみ｣開催について

北欧はヨーロッパの北部､ スカンジナビア半島を中心としてデンマーク､ スウェー

デン､ ノルウェー､ フィンランド､ アイスランド､ フェロー諸島におよぶ地域で

す｡ 国や民族の歴史､ 言語に違いは見られるものの､ 厳しい寒さや自然のなかで

育まれた伝承や神話など共通する点も数多く見いだすことができます｡ また､ ｢ア

ンデルセン童話｣､ ｢ニルスのふしぎな旅｣ を始め ｢ムーミン｣ や ｢長くつ下のピッ

ピ｣､ ｢あおい目のこねこ｣ など､ 日本でもよく知られ読み継がれている作品や多

くの児童文学賞受賞者を輩出している地域でもあります｡

このたび､ 国際子ども図書館では同館が所蔵する北欧の子どもの本を広く紹介

するため上記展示会を開催することになりました｡ 展示会では北欧児童文学の創

生期から現代の児童文学作家まで時代を追って各国の資料を紹介するとともに､

特別コーナーでは､ 口承､ トロル､ 四季､ サンタなど北欧にまつわるテーマを選

び各地域の資料の共通点や相違点をご覧いただくなど､ 約320点に上る北欧の子ど

もの本を展示いたします｡

なお､ 会期中は講演会､ ギャラリートークなど関連催物を実施します｡

(詳細は 『国立国会図書館月報』､ 国際子ども図書館ホームページ (http://www.

kodomo.go.jp/) 等で順次お知らせします｡)

開催期間 ： 平成18年７月15日(土) ～ 平成19年１月28日(日)

休 館 日 ： 月曜日､ 国民の祝日・休日､ 資料整理休館日 (第三水

曜日)､ 年末年始 (12月28日から平成19年１月４日)

開催時間 ： 午前９時30分 ～ 午後５時

会 場 ： 国際子ども図書館３階 本のミュージアム

入 場 ： 無 料
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図２：UMI 以外の海外博士論文の検索方法

＜調査のために＞

世界の学位論文を調査するための代表的な抄録誌としては､ "Dissertation Abstracts"

(当館請求記号 Z55-D768) とその後誌が挙げられます｡ 同誌は､ 北米を中心に世界各

国の大学の､ 博士論文､ 修士論文を採録しており､ 米国以外の大学の学位論文を調査

するためにも便利なツールです｡ 現在は ProQuest Dissertations & Theses という

学位論文専門の抄録・索引データベースとしても提供されています｡ また､ 物理学や

電気工学分野の INSPEC､ 心理学分野の PsycINFOなど各分野の主要な抄録索引デー

タベースに博士論文が採録されている場合もあります｡

2000年前後から欧米では､ 電子化した学位論文 (Electronic thesis and dissertation:

ETD) をウェブ上で公開する大学も増えてきており､ さらに国立図書館の OPAC や

大学や研究機関の総合目録､ 横断検索サイトなどがハブとなって､ 国やそれ以上に広

いエリアでの検索が可能な場合もあります｡ 例えば､ ドイツ国立図書館の OPAC

(URL:http://dispatch.opac.ddb.de/DB=4.1/HTML=Y/) では､ ETD 版の書誌情報

の中に各学位授与大学のサーバーへのURL リンクが付加されており､ これらリンク

をたどれば最終的に博士論文の全文へとアクセスすることができます｡

＜まとめにかえて＞

ETDの増加とそのアクセスの向上など時代の変化を眺めつつ､ 今後どのように国民

の情報探索活動をサポートしていくのか､ 改めて考え直す時期に来ています｡

(収集部外国資料課 福
ふく

田
だ

亮
あきら

)

＜おもな参考文献＞ 博士論文 『科学技術文献サービス』 100/101 1993 pp.33-37

第541号 (2006年４月) の訂正とお詫び

前回 (第４回) p.45＜整理＞２～３行目に ｢一般の図書の整理方式を適用しな

い資料群であるため､ 『日本全国書誌』 には収録されません｣ としましたが､ 正し

くは ｢出版物ではないため､ 『日本全国書誌』 には収録されません｣ です｡

お詫びして訂正いたします｡
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＜NDL-OPACによる所蔵確認＞

関西館で所蔵する博士論文はそのほとんどをNDL-OPAC で検索することができま

す｡ ただし､ 検索方法は UMI 博士論文とそれ以外の海外博士論文の２通りに分かれ

ますので注意が必要です｡ 所蔵調査をする場合には調査対象の博士論文が上述のどの

種類に属するのかを考えて検索する必要があります｡

例えば､ 2005年のノーベル化学賞を受賞した米国のロバート・グラブス氏 (Robert

H. Grubbs) が Ph. Dを取得した博士論文の所蔵調査を行う場合を考えてみましょう｡

まず､ グラブス氏がいつ､ どこの大学で学位を取得したのかを調査します｡ 調査の結

果､ 1968年に米国のコロンビア大学で学位を取得したことが分かります｡ MIT でも

CIT でもない米国大学の博士論文ですので､ もしNDLで所蔵しているとすればUMI

博士論文ではないか､ と見当をつけることができます｡

UMI 博士論文はNDL-OPACの [規格・リポート類の検索] で検索することができ

ますが､ 検索のために UMI オーダー番号が必要になります｡ オーダー番号とは､

UMI 社が商品である学位論文に個別に付与しているもので､ NDL ではこのオーダー

番号を資料特定のキーとして利用しています｡ オーダー番号は､ UMI 社の販売目録で

ある Dissertation Express (URL: http://wwwlib.umi.com/dxweb/) で検索する

ことができ､ グラブス氏の博士論文はオーダー番号 ｢6912971｣ であることが分かりま

す｡

次に､ 下図１のように [規格・リポート類の検索] の ｢リポート番号／規格番号｣ 欄に

オーダー番号を入れて検索します｡ UMI 博士論文は､ 書誌情報に個々の論文の論題や

著者名が入力されていないものが多く､ オーダー番号で検索しなければヒットしない

場合がほとんどです｡ うまく検索できない場合には､ 関西館で所蔵確認のレファレン

スを行っていますので､ 電話で直接お問い合わせください (電話番号0774-98-1341)｡

図１：UMI 博士論文の検索方法

一方､ UMI以外の米国のMIT博士論文､ CIT博士論文 (うち1958-62の別途購入分)､

ヨーロッパ博士論文､ 寄贈コレクションは､ 国内博士論文と同様､ NDL-OPAC の

[一般資料の検索・申込み] で検索することができます｡ 博士論文のチェックボックス

に印をつけ､ 論題､ 著者名､ 学位授与機関名､ 学位授与年などで検索してください｡

各項目に対応する入力欄は次ページの図に示します｡
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・MIT博士論文

米国マサチューセッツ工科大学 (MIT) は､ UMI 社の頒布事業に参加していない

ため､ NDLでは1959年以降毎年､ 分野を指定して博士論文を購入しています｡

・CIT 博士論文

米国カリフォルニア工科大学 (CIT) の博士論文は､ 1958年から1962年までMITと

同様の理由で別途購入していました｡ その後 CIT が UMI 社の頒布事業に参加したた

め､ 1963年以降分はUMI博士論文に含まれています｡

・ヨーロッパ博士論文

1950年代後半から､ ヨーロッパ諸国の博士論文についても購入､ 寄贈､ 国際交換に

より入手を図っています｡ 所蔵年代､ 分野､ 収集率などは国や大学ごとに大きく異な

ります｡

・寄贈コレクション

1994年に､ 東京大学から主に基礎化学分野に関する海外学位論文の寄贈を受けまし

た｡ 19世紀末から20世紀中頃のドイツ､ スイス､ 米国の博士論文が中心です｡
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表１ 関西館のおもな海外博士論文

種類 収集資料の特色 (資料形態､ 分野など) 所蔵概数

米国博士論文 (LS・F)

UMI 博士論文 1958-69 物理､ 化学､ 工学
1970- 上記３分野＋自然科学諸分野
2001- 生物､ 生物物理､ 環境科学､

コンピュータ科学等
約380,000件

MIT博士論文 1959-66 物理､ 化学､ 工学
1967- 自然科学､ 工学 約17,000件

ヨーロッパ博士論文 (紙媒体・LS・F・S)

ドイツ アーヘン工科大学､ ゲーテ大学など多数の大学 約35,000件

フランス 諸大学分を一括入手 (自然科学､ 医学中心) 約8,400件

スイス チューリッヒ工科大学､ バーゼル大学など 約5,800件

オランダ ライデン大学､ デルフト工科大学など 約3,500件

スウェーデン シャルマー工科大学､ ウプサラ大学など 約2,700件

英国 諸大学分を一括入手 (物理､ 化学､ 工学) 約900件

東京大学寄贈分 (紙媒体) 約4,100件

※所蔵概数は平成18年４月の NDL-OPAC の検索結果をもとにしています｡ 表１に記載した以外
の国や大学の博士論文の所蔵については､ NDL-OPACを検索してください｡
※LS はマイクロフィッシュ､ Fはマイクロフィルム､ S はマイクロシートを示します｡ NDLでは
海外博士論文については､ 学位授与機関に提出された学位請求論文そのものではなく､ 複製頒布
されたもの､ 学位授与機関から出版物として刊行されたものを中心に収集しています｡
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【連載目次】

１. 科学技術資料－はじめに (538号)

２. 洋雑誌 (539号)

３. 国内博士論文 (540号)

４. 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 (541号)

５. 科学技術資料－海外博士論文 (本号)

６. 科学技術資料－欧文会議録 (次号)

７. 科学技術資料－学協会ペーパー

８. 科学技術資料－テクニカルレポート

９. 科学技術資料－規格資料

10. アジア資料

国立国会図書館 (以下､ NDL) では､ 帝国図書館時代から収集している国内博士論

文とは別に､ 欧米諸国の科学技術分野の博士論文を1950年代後半から購入､ 寄贈､ 国

際交換など様々な方法によって収集してきました｡ これらの海外博士論文もまた､ 平

成14年に東京本館から関西館へと移送された重要な資料群の１つです｡

＜学位制度＞

学位制度は国ごとにかなり違いがあります｡ 例えば､ 米国では学問的学位と職業学

位の区別があり､ 学問的学位の最高学位が Ph.D. (Doctor of Philosophy) です｡ こ

のほかM.D. (Doctor of Medicine) など First-Professional Degree と呼ばれる学

位も別に存在します｡ 一方､ 英国では､ Ph.D の上に上級博士 (Higher Doctorate)

が存在します｡ ドイツでは､ 課程としての大学院は未確立で､ 博士試験に合格したも

のに学位が授与されます｡

それぞれの制度の枠内で､ "Doctor" (博士) の位置づけや期待される能力が異なり

ますので､ 海外博士論文を扱う際には､ この差異や多様性に留意してください｡

＜収集する博士論文の種類＞

関西館で所蔵する海外博士論文は､ 収集対象の国や大学､ 収集の方法などによって

複数の種類に分けることができます｡

・UMI 博士論文

UMI博士論文とは､ University Microfilms International (UMI)社 (現 ProQuest

社) から複製・頒布される博士論文のことを指します｡ NDLでは､ 1958年以降､ 米国

の科学技術系博士論文の中から､ 分野を指定して購入しています (一部､ カナダの博

士論文も含みます)｡
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第143回常設展示 日本の ｢美しき時代｣ *

―大正時代に生まれたもの― 平成18年５月18日～７月18日

日本におけるタクシーの起源が大正時代にさかのぼることを知っている人は､ 意外

に少ないのではないでしょうか｡

明治と昭和という二つの大きな時代の間に挟まれ､ わずか15年と短命に終わった大

正時代｡ 文明開化の明治や敗戦からの復興を成し遂げた昭和に比べて､ どこかはかな

い印象を持たれることも少なくないようです｡

しかしながら､ 冒頭のタクシーの例に見るように､ ひとたび大正時代の大衆文化に

目を向ければ､ その発展はめざましく､ 現代の生活風景を彩る数多くの事象が､ 実は

この時代に生み出されています｡

第一章では､ 大衆の実生活という観点から当時を振り返ります｡ 明治時代には一握

りの人にしか享受されていなかった西洋のモダンな生活文化が､ 次第に庶民の手に届

くものになっていったことが分かります｡ タクシーの登場で自動車が身近な乗物とな

り､ 百貨店は大衆化していくことで消費生活をリードしました｡ また､ 郊外型住宅や

集合住宅など､ 現在の住生活の原型が生まれたのもこの時代です｡ 快適追求､ 大量消

費を指向する現代生活の源流は大正時代にあるのかもしれません｡

第二章では､ 当時の文化芸術的側面をご紹介します｡ 私たちが日ごろ親しんでいる

文化活動には､ 当時の大衆文化に根ざすものが数多く見られます｡ 今日において放送

番組の視聴は最も身近な娯楽のひとつですが､ その原点であるラジオ放送が開始され

たのもこの時代です｡ その他､ 宝塚歌劇団の結成や築地小劇場の落成など､ 例を挙げ

ればきりがありません｡

第三章では､ 社会的・教育的側面に焦点を当て

ます｡ 普通選挙運動､ 教育自由運動など､ 社会の

枠組みの形成を大きく左右するような運動の多く

が､ 当時に端を発しています｡ また､ 婦人参政権

の獲得を目指した新婦人協会**の発足など､ 女

性の自立においても節目となった時代でした｡

今回は､ その短さやはかない印象とは裏腹に､

大衆のパワーにあふれ､ 様々な事象が生まれ育っ

ていった大正時代をご紹介します｡

* 一般的に ｢美しき時代｣ とは､ ｢ベル・エポック｣ (フランス語で "よき時代" の意味｡ 19世紀末

から第一次世界大戦頃まで､ パリを中心とする近代都市空間で文化と経済の繁栄が謳歌された時

代｡) を指します｡ 大正時代の華麗で享楽的な雰囲気を感じ取っていただければと思い､ このよ

うなタイトルにしました｡

**国立国会図書館では､ 婦選運動に大きな役割を果たした市川房枝の政治談話録音を今年の１月か

ら公開しています｡
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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Historia general del mundo by Antonio de Herrera y Tordesillas
(Random notes on rare books, 459)

Developments in digital library services of the Kansai-kan of the
National Diet Library 1
Result of copyright clearances of Japanese books printed in the

Meiji era on the Digital Library from the Meiji Era 2
History of NDL Electronic Exhibitions 7
Report of the 2nd forum for libraries participating in the

Collaborative Reference Database Project 12
35th meeting of the Council on the Index to the History of

Japanese Law 20
Training programs for librarians in FY2006 24
Use of acid-free paper established: Result of the 18th research

on use rate of acid-free paper on newly-acquired materials
Preservation Division, Acquisitions Department 26

Tidbits of information on NDL 19
Monthly official report 21
Publications from NDL 21
NDL News 21
Books not commercially available 22
Visitors to NDL 23
Collections of the Kansai-kan (5) 39
Japanese "Beautiful Era"－ Things born in the Taisho era
(Enchanting world of books - Guide to regular exhibition, 19)

40

＜Announcement＞
Announcement of regular exhibition 19
Request for deposit of publications of company/association

history 32
Picture book Gallery "Children's Books: Transmission of

Images" and "Edo Picture Books and Japonisme" open
to the public on Children's Day 33

The 100th anniversary of the former Imperial Library
building ! 34

Exhibition at the International Library of Children's
Literature: Northern gifts - Children's books from the
Nordic countries 35
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